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日

日 本 山 岳 会

飩
明
赳

ラ
ン
タ
ン

・
リ
ル
ン

森
本
隊
長
通
信

（
遺
　
稿
）

∧
そ
の

一
∨

カ
ト
マ
ン
ズ
に
て

お
か
げ
さ
ま
で
明
日
、　
一
二
五
名
で

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
出
発
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。　
一
度
は
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

月
謝
で
し
ょ
う
が
、
全
く
ウ
ン
ザ
リ
す

る
仕
事
ば
か
り
で
参
り
ま
し
た
。

先
日
、
ド
ク
タ
ー
・
ハ
ー
ゲ
ン
夫
妻

を
お
訪
ね
し
て
い
ろ
い
ろ
良
い
話
を
聞

か
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

岳
連
隊
は
４
２
５
日
お
く
れ
ま
す
。

篠
田
先
生
を
今
朝
、
空
港
へ
お
送
り

し
ま
し
た
。
神
原
氏
は
四
月
二
日
に
発

っ
て
帰
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
三
、
二
九
、
日
高
会
長
あ
て
）

∧
そ
の
二
∨

Ｂ

・

Ｃ

に

て

Ｊ
Ａ
Ｃ
関
係
の
皆
様
方
に
も
、
す

っ

大阪市大マーク

(1)

1961年 6月 2  1 5

か
り
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
二
月
二
十
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
発
、

四
月
八
日
、
リ
ル
ン
氷
河
右
岸
の
モ
レ

ー
ン
の
外
側
に
Ｂ
Ｃ

（四
〇
〇
〇
ｍ
）

を
設
け
、
十
三
日
に
Ｃ
Ｉ

（
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
取
付
点
四
二
五
Ｏ
ｍ
）
、十
六
日

Ｃ
Ⅱ

（五
〇
七
〇
ｍ
下
部
氷
河
中
央
）

十

九

日
Ｃ

Ⅲ

（五
六
〇
〇
ｍ
上
部
氷

河
）
を
設
け
、
そ
の
後
Ｃ
Ⅳ

（六
〇
〇

〇
ｍ
）
、
Ｃ
Ｖ

（六
四
五
Ｏ
ｍ
）
の
位
置

を
決
定
し
て
、
四
月
二
十
四
日
、
全
員

Ｂ
Ｃ

へ
引
上
げ
ま
し
た
。

三
日
休
ん
で
、
明
日
か
ら
登
頂
態
勢

に
入
り
ま
す
。

想
像
し
た
通
り
、
こ
こ
の
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
は
悪
く
、
四
三
〇
〇
２
六
五
〇

Ｏ
ｍ
の
間
、
距
離
は
短
い
が
傾
斜
が
き

つ
く
変
化
が
大
き
い
た
め
、
テ
ン
ト
場

も
限
定
さ
れ
、
ま
た
氷
雪
崩
セ
ラ
ッ
ク

ス
の
崩
壊
、
ク
レ
バ
ス
の
変
化
等
々
実

に
め
ま
ぐ
る
し
く
、
折
角
張

っ
た
フ
ィ

ッ
ク
ス
も
二
、
三
日
で
ル
ー
ト
を
変
え

ね
ば
な
ら
ず
、
幸
い
氷
は
そ
う
固
く
あ

り
ま
せ
ん
が
厄
介
な
氷
仕
事
も
か
な
り

あ
り
ま
す
。
Ｃ
ｌ
ｌ
Ｃ
３
間
に
す
で
に

フ
イ
ッ
ク
ス
六
〇
〇
ｍ
を
使
い
ま
し
た
。

六
四
五
Ｏ
ｍ
（Ｃ
５
）
の
地
点
で
や
っ

と
主
稜
線
へ
取
付
く
わ
け
で
す
が
、
頂

上

（七
二
四
五
ｍ
）
ま
で
か
な
り
の
高

度
差
が
あ
り
、
傾
斜
は
た
い
し
て
き
つ

く
な
い
が
、
平
坦
で
な
い
馬
の
背
に
近

い
稜
線
を
い
か
に
し
て
こ
な
す
か
、
あ

と
は
や
っ
て
み
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

幸
い
シ

エ
ル
パ
は
ギ

ャ
ル
ツ
ェ
ン
の

よ
り
ぬ
き
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
勢
で
、
こ
と

に
パ

・
ノ
ル
ブ
と
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン

は
フ
ラ
ン
ス
隊
の
マ
カ
ル
ー
と
ジ
ャ
ヌ

ー
で
氷
仕
事
ば
か
り
や

っ
て
き
た
せ
い

か
、
な
か
な
か
た
し
か
な
腕
で
大
助
か

り
で
す
。

ギ

ャ
ル
ツ
ェ
ン
も
悪
け
れ
ば
悪
い
ほ

ど

「
テ
ィ
ル
マ
ン
や
ラ
ン

ベ
ー
ル
が
む
ず
か
し
い
と

い
っ
た
ん
だ
か
ら
」
と
い

っ
て
フ
ァ
イ
ト
を
も
や
す

の
で
面
白
い
で
す
。

予
定
よ
り
も
キ
ャ
ン
プ

が

一
つ
増
え
、
な
に
か
と

や
り
く
り
し

て
い
ま
す

が
、　
一
同
大
い
に
元
気
で

ま
ず
順
調
に
い
っ
て
お
り

ま
す
。
来
月
は
じ
め
二
隊

二
名
ず
つ
の
ア
タ
ッ
ク
を

出
す
予
定
で
す
。
う
ま
く

ゆ
け
ば
新
間
に
小
さ
く
出

る
で
し
ょ
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
隊
員

一

同
、
人
間
的
に
良
い
勉
強

を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
会
長
、

副
会
長
、
村
木
氏
は
じ
め
皆
様
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

（
六
一
、
四
、
二
七
・
金
坂

一
郎
あ

て
）

写/ みキ義19,こ にと

+

+

+

+

大
阪
市
立
大
学
ヒ
マ
ラ

ヤ
遠
征
隊
の
遭
難

二
月
十
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
を
出
発
、

ラ
ン
タ
ン
ｏ
リ
ル
ン

（七
、
二
四
五
メ

ー
ト
ル
）
に
入
山
中
の
、
大
阪
市
立
大

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
が
、
五
月
十

一
日
未

明
、
ナ
ダ
レ
の
た
め
遭
難
し
た
報
せ
は

同
十
九
日
夕
、
本
会
に
届
い
た
。

隊
員
氏
名
つ
ぎ
の
通
り

◇
隊
長
、
森
本
嘉

一
（四

一
）
、
同
大
０

Ｂ
本
会
関
西
支
部
委
員

◇
隊
員
　
広
谷
光

一
郎

（
二
八
）
▽
大

島
健
司

（
二
六
）
▽
藤
本
勇

（
二
五
）

〉
近
藤
哲
也
（
二
四
）
▽
伴
明
（
二
一
）

（
以
上
い
ず
れ
も
本
会
会
員
）

◇
シ
ェ
ル
パ

（５
名
）

〉
ギ

ャ
ル
ツ
ェ
ン
ｏ
ノ
ル
ブ

（
四
三
）

▽
ラ
ク
パ

・
ツ
ェ
リ
ン
▽
ア
ン
ダ
ワ
Ⅳ

▽
パ

ｏ
ノ
ル
ブ
▽
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン

Ｘ
　
　
　
　
　
　
×

本
会
で
は
、
遭
難
の
第

一
報
に
接
し

と
り
あ
え
ず
、
別
記
の
弔
電
を
、
①
大

阪
市
立
大
本
部
あ
て
、
②
現
地
キ
ャ
ン

プ
あ
て
、
③
テ
ン
ジ
ン
組
合
長
あ
て
、

④
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
未
亡
人
あ
て
に
、
そ

れ
ぞ
れ
打
電
し
た
、
⑤
は
返
電
。

つ
づ
い
て
二
十
日

（土
）
打
合
せ
の

た
め
上
京
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
泉
隆
次
郎
氏
を

本
会
ル
ー
ム
に
迎
え
、
日
高
会
長
、
三

田
副
会
長
ら
が
同
氏
よ
り
事
情

を
聞

き
、
今
後
の
措
置
に
つ
い
て
ア
ド
ヴ
ア

一―

"ゴ
ー

軍̂西
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イ
ス
し
た
。

ま
た
、
朝
日
新
聞
社
　
秋
岡
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
支
局
長
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
大
使

館
松
田
書
記
官
は
、
前
後
処
置
の
た
め

カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
も
む
き
、
Ｏ
Ｂ
泉
隆

次
郎
氏
も
二
十
四
日
、
羽
田
発
現
地
ヘ

出
発
、
本
会
は
同
氏
に
香
華
料
を
託
し

た
。

×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

五
月
二
十
六
日
着
信

（本
会
あ
て
）

現

地
遭

難
報
告

大
阪
市
立
大
学

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊

副
隊
長
　
広
谷
光

一
郎

大
阪
市
立
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
長
森

本
嘉

一
氏
に
代
り
副
隊
長
広
谷
光

一
郎

が
以
下
の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
ゞ
き
ま

す
。

突
然
の
出
来
事
で
何
を
す
る
す
べ
も
知

ら
ず
取
忙
ぎ
当
日
の
記
録
の
み
御
連
絡

申
し
上
げ
ま
す
。

過
日
隊
長
よ
リ
ラ
ン
タ
ン
●
リ
ル
ン
の

登
攀
第

一
期
の
様
子
を
御
連
絡
申
し
上

げ
た
と
存
じ
ま
す
が
、
第

一
期
は
好
天

に
恵
ま
れ
四
月
十
三
日
２
四
月
二
十
三

日
の
間
に
Ｃ
Ｉ
（四
二
〇
〇
ｍ
）
、
Ｃ
Ｉ

（五
〇
七
〇
ｍ
）
、Ｃ
Ⅲ
（五
六
〇
〇
ｍ
）
、

Ｃ
Ⅳ

（
六
〇
〇
〇
ｍ
）
、
Ｃ
Ｖ

予
定
地

（
六
五
〇
Ｏ
ｍ
）
の
設
営
に
良
好
な
結

果
を
得
ま
し
た
。

以
後
第
二
期
に
備
え
て
Ｂ

。
Ｃ
に
下
山

待
機
し
ま
し
た
も
の
ゝ
、
連
日
の
悪
天

候
で
そ
の
後
四
月
二
十
五
日
２
五
月
七

日
迄
Ｂ

ｏ
Ｃ
に
停
滞
い
た
し
て
お
り
ま

し
た
。
や
っ
と
天
候
の
回
復
を
見
た
五

月
八
日
に
第
二
期
の
行
動
を
起
し
ま
し

た
。五

月

八

日

、

Ｂ

・

Ｃ

Ｉ

Ｉ

Ｃ

Ｉ

、

森

本
隊
長
以
下
五
名
、
シ
ェ
ル
パ
、

ガ
ル
ツ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
以
下
四
名

尚

ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
五
名

（う

ち

一
名
ポ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

下
山
中
）
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー

一
名
は
Ｂ

ｏ
Ｃ
に
留
る
。

五
月
九
日
　
悪
天
候
の
為
沈
澱

五

月

十

日

　

Ｃ

Ｉ

Ｉ

Ｃ

Ⅲ

五
月
十

一
日
　
未
明
事
故
発
生

Ｃ
Ⅲ

（
リ
ル
ン
氷
河
上
部
）
は
大
雪
原

の
南
端
に
位
置
し
、
私
達
十

一
名
は
三

つ
の
テ
ン
ト
に
別
れ
て
幕
営
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
五
月
十

一
日
未
明
四
時
四

十
五
分
頃
、
ラ
ン
タ
ン
ｏ
リ
ル
ン
＝
キ

ム
シ

ユ
ン
釣
尾
根
上
部
の
大
ア
イ
ス
ビ

ル
デ
イ
ン
グ
の
崩
壊
に
よ
る
大
雪
崩
を

受
け
て
全
員
流
さ
れ
ま
し
た
。

内
隊
員
三
名
、
シ
ェ
ル
パ
ニ
名
は
約
五

十
米
流
さ
れ
雪
面
に
放
り
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
他
は
約
百
米
下
部
に
あ
る
ク
レ

バ
ス
中
に
落
下
、
隊
員

一
名
シ
ェ
ル
パ

ニ
名
は
そ
の
難
を
免
か
れ
ま
し
た
が
、

隊
長
森
本
嘉

一
及
び
隊
員
大
島
健
司
は

行
方
不
明
、
サ
ー
ダ
ー
の
ガ
ル
ツ
ェ
ン

・
ノ
ル
プ
は
ク
レ
バ
ス
ヘ
の
落
下
に
よ

る
打
撲
及
び
埋
没
に
よ
り
窒
息
死
亡
致

し
ま
し
た
。

尚
生
存
隊
員
及
び
シ
ェ
ル
パ
に
よ
り
行

方
不
明
隊
員
二
名
の
捜
査
に
従
事
し
ま

し
た
も
の
ゝ
、
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
固
化

し
、
ピ

ツ
ケ
ル
、
シ
ャ
ベ
ル
等
器
具
紛

失
の
為
、
捜
査
困
難
を
極
め
、
全
員
は

極
度
に
疲
労
、
精
神
の
混
乱
の
た
め
、

供
薬
、
朝
食
、
分
散
せ
る
装
備
、
遺
品

そ
の
他
を
収
集
し
て
お
り
ま
し
た
所
、

再
度
雪
崩
発
生

（九
時
二
十
分
）
多
大

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
為
、
直
ち
に
下

山
決
定
。
ほ
と
ん
ど
の
装
備
、
食
糧
を

つMe rd

放
棄
し
、
Ｃ
Ⅱ
に

下
り
、
五
月
十
二

日
生
存
隊
員
、
シ

ェ
ル
パ
一
同
無
事

Ｂ

ｏ
Ｃ
に
到
着
致

し
ま
し
た
。

以
上
簡
単
乍
ら
事

故
発
生
の
模
様
を

御
知
ら
せ
致
し
ま

し
た
。

ぶ
し
つ
け
乍
ら
、
こ
の
様
な
大
事
故
を

発
生
せ
し
め
ま
し
た
こ
と
を
遺
憾
に
思

う
と
共
に
、
貴
会
に
対
し
多
大
の
御
迷

惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
こ
と
を
深
謝
致

す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
帰
国
の
際
は
詳
細
に
わ
た
り
御
報
告

致
し
ま
す
れ
ば
、
先
ず
は
取
忙
ぎ
御
連

絡
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
十
二
日

ラ
ン
タ
ン
●
リ
ル
ン
Ｂ
Ｃ
ｏ
に
て

"t

<別 紙>

① 大阪市立大学ヒマラヤ遠征委員

会 委員長 福井孝治殿

遭難の悲報に接し哀惜の念に堪えず

謹んでお見舞申し上げます。

日 本 山 岳 会

② Japanese Langtang Expedition

悲しみの 知らせに 接し 心から

おくやみ 申しあげます。 どうぞ

お心おとし ないよう。

日 本 山 岳 会

===弔  電 ・ 返  電 ≡≡≡

③ Tenzing Norgay President

sherpa C)lilnbers A.ssociation

V・ery SOrry Learn iDeath of G・ yal‐

tsen Norbu  、4en■ber  Of YOur
⑤ *"t >i2'7>r 7ffiEl D

Association.Please Accept Our   返電の

D)eepest Sylm.pathy.               President Japanese Alpine Club

Japanese Alpine Clud       C)ur Deep SympathieS tO YOu Next

④ :Mrs Gyaltsen NOrbu        Of Kin spOnsOrs On Sad Death of

Deeply Grieved at Sad iNews  Japanese Climber Gyansingh and

D)eath of Gyaltsen Norbu Sherpa   
″
I｀ enzing.

<カ ツ ト説明> ギヤルツェン・ ノルプの手蹟は,1956年 9月

来 日のときのもの。 (折井健一氏蔵 )

Our Trusted Faithful Friend'

May God Comfort You.

Japanese Alpine Club

一
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ギ
ャ
ル
ツ

エ
ン

・

ノ
ル
プ
の
思
い
出

細

川

沙

多

子

ラ
ン
タ
ン
●
リ
ル
ン
の
頂
上
攻
撃
を

目
前
に
し
て
森
本
隊
長
ら
二
人
遭
難
の

悲
報
を
き
ゝ
、
ク
レ
バ
ス
の
中
に
テ
ン

ト
と
共
に
ふ
っ
と
ば
さ
れ
て
動
か
な
く

な

っ
て
い
る
彼
の
姿
は
ど
う
し
て
も
信

じ
ら
れ
な
い
。

初
対
面
か
ら
、
に
こ
や
か
に
人
な
つ

こ
い
笑
顔
で
敏
捷
に
動
き
廻
っ
て
い
た

彼
。
去
年
の
秋
、
ギ

ャ
ル
ツ
ェ
ン
・
ノ

ル
ブ
と
そ
の
娘
、　
ニ
マ
・
ラ
モ
と
行
を

共
に
し
た
私
た
ち
デ
オ
・
チ
バ
山
行
の

三
ヶ
月
に
亘
る
思
い
出
は
余

り

に
多

く
、
新
し
く
胸
を
し
め
つ
け
る
。

幸
に
も
私
た
ち
は
デ
オ
・
チ
バ
峯
の

頂
を
ふ
む
事
が
出
来
た
そ
の
成
功
の
蔭

に
あ
る
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
初
め
シ
ェ
ル
パ

達
の
献
身
的
な
協
力
を
私
た
ち
は
感
謝

と
共
に
忘
れ
る
事
は
出
来
な
い
。

登
頂
終
え
た
あ
と

「
チ

ヤ
ン
」
を
飲

ん
で
は
愉
快
な
シ
ェ
ル
パ
ｏ
ダ
ン
ス
を

や
っ
た
り
、
彼
の
す
ば
ら
し
い
過
去
の

山
々
の
話
を
き
い
た
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン

プ
の
夜
。
彼
は
話
上
手
だ
っ
た
。

娘
ニ
マ
ｏ
ラ
モ
に
と
っ
て
は
最
後
の

父
娘
山
行
と
な
っ
て
了
っ
た
が
、
う
れ

し
そ
う
に
お
父
さ
ん
の
そ
ば
を
登
っ
て

い
た
。

む
づ
か
し
い
岩
場
に
来
る
と
父
ギ
ャ

ル
ツ
ェ
ン
は

一
つ
一
つ
手
を
、
足
を
動

か
し
て
三
点
確
保
を
教
え
て
い
た
姿
も

あ

っ
た
。

マ
ン
デ
イ

（地
名
）
の
奥
地
に
あ
る

一一― ランタン 0リ ル ン ーーー

1958年 6月 4日 (午前 8時) 風 見 武 秀

聖
グ
ル
ナ
ナ
の
池
や
ラ
マ
の
寺
、
そ
れ

か
ら
ダ
ラ
ム
・
サ
ラ
に
亡
命
中
の
ダ
ラ

イ

ニ
フ
マ
と
の
会
見
の
時
の
け
い
け
ん

な
信
仰
の
姿
、
書
く
ほ
ど
に
思
い
出
し

悲
し
み
は
ふ
か
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
ま
た
と
な
い
良
い

友
人
ギ

ャ
ル
ツ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
は
静
か

に
雪
に
眠
る
。

唯
、
ふ
か
く
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で

あ
る
。

（
六

一
、
五
、
二

一
）

Ａ
筆
者
は
バ
ン
ジ
ャ
プ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
長
Ｖ

写

真

に

寄

せ

て

…
…
ガ
ン
ジ
ャ
峠
を
越
え
て
下

っ
て

行
く
と
美
し
い
カ
ル
カ

（牧
場
小
屋
）

の
あ
る
草
原
に
出
た
。

ラ
ン
タ
ン
●
リ
ル
ン
が
、
す
ぐ
目
の

前
に
、
谷
を
へ
だ
て
て
、
そ
び
え
立
ち

見
事
だ
。

花
の
あ
る
台
地
（四
、
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
は
、
い
か
に
も
の
び

の
び

と

し

て
、
氷
壁
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
な
ん

と
も
言
え
な
い
。

前
衛
峯
の
黒
い
山
の
か
げ
、
右
側
に

ラ
ン
タ
ン
氷
河
が
あ
る
。（風

見
武
秀
）

＊

―

Ｉ

Ｘ

Ｉ

‐
キ

ー

ー

キ

◇
　
　
　
◇

＊
大
阪
市
大
遠
征
隊
は
、
五
月
二
十
四

日
夕
刻
予
定
通
リ
カ
ト
マ
ン
ズ
に
着
い

た
。

＊
六
月
六
日
、
大
阪
市
大
遠
征
隊
広
谷

副
隊
長
、
同
Ｏ
Ｂ
泉
隆
次
郎
の
両
氏
は

羽
田
着
帰
国
し
、
七
日
午
前
十

一
時
、

日
高
会
長
そ
の
他
が
、
両
氏
よ
り
帰
国

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

＊
六
月
十
七
日
、
午
後
三
時
ル
ー
ム
に

於
て
、
今
回
の
事
故
の
詳
細
な
報
告
が

行
な
わ
れ
た
。

●
大
阪
市
大
遠
征
隊
の
遭
難
…
…
…
…
二

●
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
の
思
い
出
…
…
…
…

三

●
志
村
さ
ん
の
味
…
‥
…
‥
‥
…
…
…
四
―
五

●
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
費
用
と
調
達
…
四
―
五

●
第
二
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会

・…

…

。・…

・・…

…

…

↑

七

◇
会
員
通
信
…
…
…

…
…
…
…

…

↑

九

●
ビ
ッ
グ
ホ
ワ
ィ
ト
ピ
ー
ク
便
り
…
…

（

◇
図
書
紹
介
…
…
…
…
‥
…
…
…
上
〇―
〓

●

一
九
六

一
年
度
通
常
総
会
…
…
…
‥

●
東
京
支
部
総
会
報
告
…
…
…
…
…
…

●
東
海
支
部
設
立
報
告
並
規
約
…
…
…

●
青
森
岳
連
雪
上
技
術
講
習
会
…
…
。

●
信
濃
支
部
登
山
基
礎
技
術
講
習
会

●
官
城

・
石
川
支
部
報
告
…
…
…
…
‥

●
第
十
五
回
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
…
…
…
‥

●
ア
ン
デ
ス
通
信

（
１
）
…

◇
　
　
　
　
◇

ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
の
遺
族
の
た
め
の
募

金
発
表
の
際
は
ご
協
力
下
さ
い
。

本

号
主

要

目

次

◇
会
務
報
告
・

215
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志
村
寛

（鳥
嶺
）
君
が
逝
去
さ
れ
た

と
言
う
手
紙
を
会
報
編
集
者
か
ら
も
ら

っ
て
始
め
て
私
は
知

っ
た
ほ
ど
晩
年
は

あ
ま
り
交
渉
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

氏
と
知
り
合

っ
た
の
は
勿
論
、
山
岳

会
が
創
立
さ
れ
る
前
後
、
高
頭
さ
ん
を

通
し
て
の
知
己
で
あ
る
。

は
じ
め
て
会

っ
た
の
は
長
野
市
の
中

学
校
に
奉
職
さ
れ
て
る
こ
ろ
、
私
が
長

野
市
狐
池
と
言
う
善
光
寺
近
く
の
御
宅

に
お
訪
ね
し
た
の
が
最
初
で
あ

っ
た
。

多
分
こ
れ
は
は
じ
め
て
高
頭
さ
ん
の
御

宅

（新
潟
県
来
迎
寺
の
）
に
伺

っ
た
と

き
の
旅
の
途
中
で
あ

っ
た
と
思
う
。

高

野

鷹

蔵

高
頭
さ
ん
は
よ
く

「
わ
し
の
家
に
来

る
な
ら
冬
の
雪
の
時
に
」
と
言

っ
て
い

た
か
ら
、
勿
論
冬
の
寒
い
時
で
、
長
野

の
街
が
東
西
と
南
北
の
街
並
で
、
道
路

の
凍
て
つ
き
よ
ぅ
が
反
対
で
あ

っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

初
め
の
う
ち
は
、
小
島

（久
太
）
さ

ん
の

「鳥
水
」
と
志
村
君
の

「鳥
嶺
」

と
何
か
因
縁
で
も
あ
る
の
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
小
島
さ
ん
の
は
衆
知
の
如
く

「
鵜
の
真
似
を
す
る
鳥
、
水
に
蒻
る
」

で
あ
り
、
志
村
さ
ん
の
は
、
野
州
鳥
山

の
生
れ
だ
そ
う
で
あ
る
。

な
ん
で
も
、
師
範
学
校
出
の
人
で
、

独
学
検
定
で
中
学
教
員
に
な
ら
れ
た
努

力
型
の
人
で
、
そ
の
こ
ろ
植
物
や
動
物

な
ど
の
中
学
の
先
生
と
言
え
ば
、
殆
ん

ど
が
こ
う
し
た
努
力
型
の
人
達
で
あ
っ

た
。

×

山
登
り
も
、
こ
う
し
た
植
物
採
集
が

動
機
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
に
当
時

あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
写
真
を
写
す

こ
と
を
併
せ
や
っ
た
の
で
、
吾
邦
山
岳

写
真
の
パ
イ
オ
ニ
ァ
ー
と
言
う
こ
と
に

な
る
。

「山
岳
」
創
刊
号

（第

一
年
、

第

一
号
）
に
は
志
村
さ
ん
の
写
真

（自

馬
山
腹
の
大
雪
漢
、
他

一
枚
）
が
載

っ

て
い
る
の
で
も
わ
か
る
。
そ
の
後
大
き

な
山
岳
写
真
集
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

×

五
年
前
の
三
十

一
年
の
押
し
迫

っ
た

こ
ろ
に
、

「岳
人
」
社
か
ら
、
志
村
君

を
中
心
に
し
て
、
音
の
山
岳
写
真
の
座

談
会
を
や
り
た
い
か
ら
来
て
く
れ
と
、

高
須
茂
氏
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
恰

度
、
私
は
そ
の
少
し
前
に
大
病
を
や
っ

て
、
や
っ
と
退
院
し
て
き
た
ば
か
り
だ

か
ら
御
免
を
蒙
り
た
い
と
お
断
り
を
し

た
が
、
志
村
君
に
対
応
す
る
音
の
山
の

写
真
家
が
な
い
か
ら
と
言
う
の
で
、
そ

れ
な
ら
私
の
家
に
来
る
な
ら
お
目
に
か

か
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
と
う
と
う

私
の
家
で
、
志
村
君
と
私
を
中
心
に
、

山
岳
写
真
家
の
錯
々
た
る
風
見
武
秀
、

船
越
好
文
、
岩
科
小

一
郎
の
諸
君
の
新

海
外
登
山
隊
の
経
費
と
そ
の
調
達
は

わ
が
国
で
も
関
係
者
の
頭
を
悩
ま
す
重

大
問
題
で
あ
る
が
、
本
家
す
じ
の
英
国

で
は
ど
う
か
。
今
年
の
ヌ
プ
ツ
ェ
遠
征

隊
に
関
す
る
英
紙
の
記
事
は
参
考
に
な

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
要
領
を
ぬ

き
出
し
て
見
よ
う
。

×
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
×

海
外
遠
征
費
の
問
題
は
い
つ
も
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
頭
痛
の
た
ね
だ
。
出
来
る

丈
け
経
費
を
切
り
つ
め
た
あ
げ
く
所
要

額
を
工
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
登
山

は
見
物
人
か
ら
金
を
集
め
る
こ
と
が
出

来
ぬ
ス
ポ
ー
ツ
に
属
し
て
い
る

か
ら

だ
。
そ
こ
で
遠
征
計
画
が
参
加
者
の
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
は
み
出
す
時
が
来
る
の
は

避
け
ら
れ
な
い
。

今
度
の
は
遠
征
の
規
模
か
ら
見
る
と

費
用
は
決
し
て
多
く
な
い
。
九
名
の
隊

で
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
二
十

一
日
間
歩
い

た
の
ち
、
二
万
五
千
尺
以
上
の
地
点
に

八
の
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
、
そ
の
う
ち
数

壼 :

×

志 村 鳥 嶺氏

1956年 12月 撮影 「岳人」社提供

ヒマ ラ ヤ 遠 征 の 費 用 と

そ の 調 達

☆

(1961年 3月 21日 付フイナン

シヤル・タイムス記事要約)

村

の

名
は
相
当
期
間
じ
っ
く
り
と
高
所
に
止

ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ

の
で
あ

る
。
経
費
の
総
額
は
四
二
九
五
傍
、　
一

人
当
り
五
〇
〇
傍
た
ら
ず
に
な
る
。
そ

の
内
訳
は
左
の
通
り
だ
が
、
装
備
や
食

料
を
た
だ
で
或
は
割
引
し
て
呉
れ
た
商

社
の
お
蔭
で
大
い
に
節
約
出
来
た
。

輸
送
　
　
　
　
　
一
人
八
五
傍

労
務
　
　
　
　
　
　
九
〇
〇
〃

装
備
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
〃

酸
素
　
　
　
　
　
　
　
五
五
″

食
料
　
　
　
　
　
　
一二
七
〇
〃

保
険
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
″

税

（ネ
パ
ー
ル
）

一
五
〇
〃

通
信
と
ポ
ス
ト

・
ラ
ン
ナ
ー

四
〇
〃

印
度
及
ネ
パ
ー
ル
に
於
け
る

雑
費
　
　
　
　
　
　
二
五
五
〃

合

計

　

　

四
二
九
五
〃

最
大
の
項
目
は
輸
送
費
だ
。
普
通
の

船
便
で
ボ
ン
ベ
イ
ま
で
行
く
と
二
四
〇

〇
傍
か
か
る
の
だ
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
ト
ラ
イ
ア
ン
フ
社
が
自
動
車
を
二
台

貸
し
て
く
れ
た
の
で
、
五
名
は
五
〇
〇

膀
あ
ま
り
の
ガ
ソ
リ
ン
代
だ
け
で
カ
ト

マ
ン
ズ
ま
で
飛
ば
す
こ
と
が
出
来
る
。

三
名
は
空
路
で
八
五
〇
傍
、
そ
の
他
は

海
路
つ
い
で
陸
路
で
運
ば
れ
る
荷
物
の

運
賃
だ
。　
一
名
が
荷
物
を
宰
領
し
て
同

行
す
る
。

食
料
費
は
詳
細
な
日
程
表
に
よ
っ
て

き
め
ら
れ
、
延
べ
一
六
五
〇
名
分
で
あ

一
"イ

ー(4)

ん
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旧
山
の
写
真
家
が
大
い
に
音
を
語
り
、

今
を
話
し
た
。

（十
二
月
十
六
日
）

×

そ
の
時
、
風
見
さ
ん
は
昔
の
人
は
、

よ
く

「
レ
ン
ズ
の
味
」
と
言
う
と
、
大

い
に
昔
者
を
喘
わ
れ
た
が
、
志
村
君
は

大
い
に
そ
れ
に
反
論
、
力
説
し
て
止
ま

な
か
っ
た
。
私
は
志
村
君
よ
り
少
し
若

い
が
、
そ
れ
で
も
既
に
、
そ
の
と
き
七

十
を
越
し
て
い
た
し

「
レ
ン
ズ
の
味
」

党
で
あ
る
。

志
村
君
に
し
ろ
私
に
し
ろ
、
当
初
の

山
の
写
真
は
、
暗
箱
と
言
い
、
三
脚
と

言
い
、
組
立
て
式
の
も
の
を
か
つ
ぎ
上

げ
た
も
の
で
、
今
日
の
如
き
ハ
ン
ド
カ

メ
ラ
な
ど
は
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か

ら
、
普
通
に
は
硝
子
の
乾
板
で
、
大
き

さ
も
カ
ビ
ネ
判
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、

レ
ン
ズ
の
焦
点
も
小
型
ヵ
メ
ラ
や
、
シ

ネ
版
の
如
く
深
い
わ
け
が
な
い
。
従

っ

て
そ
れ
に

「
レ
ン
ズ
の
味
」
な
る
も
の

が
湧
い
て
出
る
。×

志
村
君
の
愛
用
レ
ン
ズ
は
確
か

「ダ

ゴ
ー
ル
」
で
あ

り
、
私

は

「
テ
ッ
サ

ー
」
で
あ

っ
た
か
ら
、
志
村
君
の
写
真

は
堅
い
写
真
が
多
か
っ
た
わ
け

で
あ

る
。
お
そ
ら
く
こ
の

「山
岳
写
真
に
於

け
る
レ
ン
ズ
の
味
」
は
、
こ
れ
か
ら
先

き
は
、
知

っ
て
い
る
人
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
志
村
君
の
思
い
出
の
一
つ
で
も
あ

る
。

志
村
君
が
長
野
の
中
学
に
い
た
こ
ろ

に
は
、
長
野
県
の
教
育
家
で
の
登
山
家

は
、
河
野
齢
蔵
、
矢
沢
米
三
郎
の
両
氏

が
先
登
で
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
の
長
野
県

内
に
は

「他
府
県
も
の
」
と
言
う
意
味

の
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
で
、
志

村
君
は
野
州

（栃
木
）
の
人
間
で
あ
り

な
が
ら
長
野
県
の
山
を
荒
ら
し
回
わ
る

と
い
う
わ
け
か
、
大
分
そ
の
辺
の
人
た

ち
か
ら
は
、
明
ま
れ
て
い
た
と
か
の
噂

話
が
あ

っ
た
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
後

に
台
湾
の
台
中
辺
の
中
学
校
に
転
任
さ

れ
た
。

×

幾
年
か
後
に
東
京
に
帰

っ
て
来

ら

れ
、
目
黒
に
住
ま
れ
た
こ
ろ
に
は
、
日

本
山
岳
会
の
仕
事
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
こ
ろ
に
は
私
と
は
殆
ん
ど

交
渉
も
な
く
過
ぎ
て
お
り
、
前
記
の
如

く
、
五
年
前
に
お
会
い
し
た
の
が
最
終

で
あ

っ
た
。

×

志
村
さ
ん
と
高
頭
さ
ん
の
つ
な
が
り

は
、
吾
々
と
高
頭
さ
ん
の
山
岳
会
の
つ

な
が
り
よ
り
古
い
の
で
あ
ろ
う
。
高
頭

さ
ん
も
既
に
亡
い
今
日
、
ま
た
、
志
村

さ
ん
の
音
を
語
る
人
は
多

分
あ

る
ま

×

五
年
前
に
私
の
家
に
来
ら
れ
た
時
の

風
孝

（ふ
う
ぼ
う
）
は
、
や
は
り
以
前

学
校
の
先
生
時
代
の
様
子
、
た
た
ず
ま

い
と
全
く
変

っ
て
い
な
い
。
失
敬
な
文

字
だ
が
、
田
舎
教
師
の
登
山
家
と
言
う

「味
」
が
し
た
。
や
は
り
、
レ
ン
ズ
の

「
味
」
と

一
味
あ
い
通
ず
る
も
の
か
。

（
一ハ　一　、　
ｍ幽
、
　
一ハ
）

▽
　
　
　
　
　
　
△

志
村
鳥
嶺
氏

の
著
書

志
村
鳥
嶺
氏
の
こ
と
は
、
会
報

一
九

七
号

（三
十
三
年
五
月
号
）
お
よ
び

一

九
八
号

（同
六
月
号
）
の
、
故
伊
藤
隼

氏
の

「志
村
鳥
嶺
翁
」
と
い
う
記
事
に

詳
し
い
。

志
村
氏
は
明
治
七
年
二
月
五
日
、
栃

木
県
鳥
山
町
の
旧
鳥
山
藩
士
の
家
に
生

れ
た
。
明
治
二
十
五
年
日
光
自
根
山
に

登
つ
て
か
ら
、
八
十
三
才
に
自
馬
岳
に

十
三
回
目
の
登
山
を
し
た
。

（昭
和
三

十

一
年
八
月
十
五
日
）

著
書
に
、
○
ヤ
マ

（前
田
曙
山
合
著

明
治
四
十
年
）
、○
高
山
植
物
採
集
及
培

養
法
（明
治
四
十
二
年
）
、
○
千
山
万
岳

（高
山
房
、
大
正
三
年
、
ウ
ェ
ス
ト
ン

の
序
あ
り
）
、
○
山
岳
美
観

（成
美
堂
、

明
治
四
十
二
年
、
初
期
山
岳
写
真
集
と

し
て
著
名
、
稀
翻
書
）
な
ど
が
あ
る
。

以
上
、
会
員
小
林
義
正
氏
の
示
教
に

よ
る
。
（Ｆ
）

り
こ
り
彎
え
ゴ
７

る

（自
動
車
隊
往
復
五
週
間
、
全
隊
員

と
シ
ェ
ル
パ
六
名
、
リ
エ
ー
ゾ
ン
・
オ

フ
ィ
サ
ー
一
名
の
カ
ト
マ
ン
ズ
ー
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
間
四
週
間
と
、
山
中
で
七

週
間
―
五
月
下
旬
登
頂
の
予
定
）
。英
国

商
社
で
食
料
を
寄
附
し
た
も
の
三
十

一

社
、
割
引
し
た
も
の
十
四
社
。
隊
員
用

主
食
は
安
価
な
も
の
を
選
ん
だ
が
、　
一

日
平
均
二
九

一
〇
カ
ロ
リ
ー
を
確
保
し

た
。
し
か
し
単
調
を
破
る
た
め
と
高
所

用

（隊
員
が
必
要
と
す
る
食
物
や
飲
料

を
と
る
気
を
起
さ
せ
る
の
が
重
要
な
心

理
的
の
問
題
に
な
る
）
と
し
て
、
右
の

外
に
よ
り
高
価
な
食
料
を
持
参
す
る
必

要
が
あ

っ
た
。

装
備
の
問
題
は
も

っ
と
厄
介
だ
。
と

云
う
の
は
プ
リ
ム
ス
・
ス
ト
ー
ヴ
、
テ

ン
ト
、　
ロ
ー
プ
な
ど
特
殊
品
の
メ
ー
カ

ー
は
、
か
れ
ら
の
商
売
上
の
常
得
意
で

あ
る
こ
れ
ら
の
登
山
家
た
ち
に
商
品
を

寄
贈
す
る
こ
と
を
喜
ば
な
い
の
は
自
然

の
理
だ
か
ら
。
し
か
し
体
面
上
と
好
意

と
か
ら
割
引
し
て
く
れ
た
こ
と
も
属
々

あ
る
。
シ
ャ
ツ
、
靴
下
、
靴
墨
、
石
鹸

な
ど
、
そ
れ
ほ
ど
利
害
関
係
が
大
き
く

な
い
店
は
も

っ
と
勉
強
し
て
く
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
登
山
や
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
用
具
に
は
広
く
て
裕
福
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
立
派
な
刊
行
物
も
あ

る
の
だ
が
、
英
国
で
は
登
山
遠
征
隊
を

利
用
し
て
消
費
者
に
広
告
す
る
こ
と
は

重
要
視
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い

（時
計

は
例
外
）
。
此
の
方
面
で
さ
ら
に
努

力

の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

こ
ん
な
援
助
が
あ

っ
て
も
ま
だ
経
費

は
隊
員
だ
け
で
は
賄
い
切
れ
な
い
。
九

名
の
隊
員
で
一
三
〇
〇
傍
を
分
担
し
、

講
演
会
と
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ハ
ガ

キ
を
送
る
仕
組
み

（切
手
収
集
家
に
評

判
が
よ
か
っ
た
）
と
で
二
五
〇
榜
を
集

め
、
そ
れ
で
も
足
り
ぬ
二
七
四
五
傍
は

新
聞
社
と
の
契
約
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

の
ギ
ン
ネ
ス
・
バ
ー
ロ
ー
・
ア
ン
ド

・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
ル
ッ
ク
サ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
及
び
マ
ウ
ン
ト

・
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
財

団

（
一
九
五
三
年
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
遠
征

の
著
書
や
映
画
の
収
入
を
も
と
に
し
て

設
立
さ
れ
、
毎
年
本
件
の
よ
う
な
遠
征

に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
）
か
ら
の
補

助
金
で
埋
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

遠
征
隊
が
英
国
を
立
つ
と
き
ま
で
に

こ
の
予
算
は
充
分
カ
バ
ー
さ
れ
て
お
ら

ず
、
さ
き
の
見
込
み
は
い
っ
こ
う
確
か

で
も
な
い
。
し
か
し
な
お
別
途
収
入
の

可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
登
山
記
の
内

容
や
、
グ
ラ
ナ
ダ
Ｔ
Ｖ
提
供
の
映
画
フ

ィ
ル
ム
の
出
来
栄
え
如
何
に
か
か
る
の

で
あ
る
。（

三
六
、
四
、
七
）

（
日
高
記
）

ヌ
プ
ツ
ェ
に
初
登
頂

ヌ
プ
ツ
ェ
（七
八
三
三
米
）
を
攻
撃
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
隊

（ジ

ョ
ー
・
ウ
ォ
ル
ム
ス

レ
ー
隊
長
）
は
六
月
十
六
日
登
頂
に
成
功
し

た
。
（カ
ト
マ
ン
ズ
二
十
三
日
発
ロ
イ
タ
ー
）

(5)一
"5-
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凸

本

山

岳

会
‥

Ｌ

サ
ブ

●
リ
ー
ダ
ー
　
　
高
橋
　
　
進

マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
　
　
　
川
上
　
　
隆

サ
ブ

ｏ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
山
野
井
武
夫

ド
ク
タ
ー
　
　
　
　
　
田
村
　
一扇
一

講
師
　
日
高
信
六
郎
、
高
山
忠
四
朗

浜
野
正
男
、
加
藤
泰
安
、
折
元
秀
穂

∧
班
別
編
成
、
並
担
当
講
師
名
∨

Ａ
グ
ル
ー
プ

○
片
桐
理

一
郎

（大
阪
）
、
酒
井

敏
明

（山
梨
）
、
長
尾
悌
夫
（二
重
）
、
田
中
敏

男
（奈
良
）
、
竹
田
寛
次

（京
都
）

Ｂ
グ
ル
ー
プ

○
相
沢
裕
文
（長
野
）
、
西
川
益
男

（滋

賀
）
、
菊
島
芳
彦

（和
歌
山
）
、
熊
谷
義

信
（福
井
）
、
年
森
靖

（兵
庫
）

Ｃ
グ
ル
ー
プ

○
芳
賀
孝
郎
、
大
蔦
正
芳
（静
岡
）
、
阿

部
盛
明
（石
川
）
、
東
真
人

（富
山
）

註
○
印
は
グ
ル
ー
プ

●
リ
ー
ダ
ー

連
絡
員
　
小
里
頼
忠
、
中
野
和
郎
、

百
瀬
寿
雄

以
上
、
本
部
お
よ
び
講
師
二
十
五
名

受
講
生
二
十
六
名
、
松
本
自
衛
隊
員
三

名
、
連
絡
員
三
名
、
計
五
十
七
名
。

装
備
、
食
糧
、
そ
の
他

○
共
同
装
備

（各
府
県
単
位
で
準
備
）

ロ
ー
プ
４０
ｍ
一
本

（３０
ｍ
で
可
、
太

さ
Ｉ
ｍｍ
以
上
）
、
三
ツ
道
具

一
式
（
ア
イ

ス
ピ
ト
ン
一
、
ロ
ッ
ク
ピ
ト
ン
、
タ
テ

ヨ
コ
各
三
、
カ
ラ
ビ
ナ
三
、
ハ
ン
マ
ー

ニ
）。
炊
事
用
具
及
び
食
器

一
式
（二
人

分
）
、
石
油
コ
ン
ロ
一
（二
人
分
の
炊
事

可
能
な
も
の
、
燃
料

（石
油
）
は
委
員

会
で
用
意
す
る
ｃ
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
一

枚
。

○
個
人
装
備

雪
中
幕
営
で
き
る
冬
山
装

備

一
式

（寝
袋
、　
マ
ッ
ト
を
含
む
。
但
し
テ
ン

卜
は
不
用
）
、
山
ス
キ
ー
用
具

一
式
（競

技
用
ス
キ
ー
靴
及
び
ラ
ン
グ
リ
ー
メ
ン

は
不
可
）
、
シ
ー
ル
。
食
糧
（
一
般
食
糧

は
委
員
会
で
用
意
す
る
が
非
常
用
食
糧

は
各
自
二
食
分
携
行
の
こ
と
）
細
引
。

○
費
用
　
受
講
者
は
集
合
地
ま
で
の
往

復
旅
費
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
そ
の

他
は
す
べ
て
委
員
会
で
負
担
す
る
。

¨
行

動

概

要

二
月
十
八
日
、
浅
間
温
泉
菊
ノ
湯
ホ

テ
ル
に
お
い
て
講
師
打
合
せ
。

二
月
十
九
日
、
開
講
式
並
に
準
備
会

（於
浅
間
温
泉
菊
ノ
湯
ホ
テ
ル
）
挨
拶

日
本
山
岳
会
長
日
高
信
六
郎
、
講
習
会

の
主
旨
説
明
、
三
田
チ
ー
フ
●
リ
ー
ダ

ー
、
登
山
に
於
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
、
浜
野
講
師
、
隊
編
成
ほ
か

諸
注
意
事
項
、
日
下
田
サ
ブ

●
リ
ー
ダ

ニ
月
二
十
日

（曇
）
ホ
テ
ル
よ
り
自

衛
隊
ト
ラ
ッ
ク
に
て
沢
渡
着

（七
、
三

〇
―

一
〇
、
○
○
）
徒
歩
、
坂
巻
温
泉

に
て
昼
食
、
上
高
地
村
営

ホ

テ

ル
着

（
一
四
、
五
六
）

二
月
二
十

一
日
（晴
）
ホ
テ
ル
発
（六
、

五
〇
）
―
西
穂
山
荘

（九
、
五
二
）
昼

食
後
、
小
屋
裏
、
飛
騨
側
斜
面
に
て
キ

ツ
ク
・
ス
テ
ッ
プ
と
ア
イ
ゼ
ン
の
練
習

（日
下
田
Ｓ
Ｌ
ほ
か
各
講
師
担
当
）
テ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
（竹
田
講
師
）
、
設

営
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
テ
ン
ト
泊

（
一
四
、

二
〇
―

一
五
、　
一
〇
）
夕
食
後
講
義
と

討
論
、
確
保
及
び
登
山
技
術

一
般
に
つ

い
て

（日
下
田
Ｓ
Ｌ
担
当
）

（
一
八
、

〇
〇
―
二
一
、
○
○
）

二
月
二
十
二
日
（晴
）
山
荘
発

（七
、

二
五
）
ゲ
レ
ン
デ
に
て
滑
落
停
止
、
制

動
確
保
、
コ
ン
テ
ニ
ア
ス
の
場
合
の
確

保
の
訓
練
（七
、
五
〇
―

一
五
、
三
〇
）

夕
食
後
講
義
、
冬
山
の
危
険

（加
藤
泰

安
講
師
）
海
外
登
山
に
つ
い
て

（三
田

チ
ー
フ
●
リ
ー
ダ
ー
）

二
月
二
十
二
日

（曇
後
雪
）
山
荘
ょ

り
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
西
穂
高
岳
に
登

頂

（七
、
三
〇
―
十

一
、　
一
〇
）
昼
食

後
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
山
荘
に
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
夕
食
後
講
義
、
冬
山
装
備

に
つ
い
て

（片
桐
講
師
）

（
一
八
、
○

〇
―
二
〇
、
三
〇
）

二
月
二
十
四
日
（晴
）
山
荘
発

（八
、

○
○
）―
上
高
地
村
営
ホ
テ
ル
着
（九
、

四
五
）
昼
食
後
、
遭
難
対
策
に
つ
い
て

討
論

（折
元
講
師
）

（
一
二
、
〇
〇
―

一
六
、
○
○
）
夕
食
後
、
反
省
会

（司

会
、
日
下
田
実
）

（
一
八
、
三
〇
―
二

一
、
○
○
）

二
月
二
十
五
日
（晴
）
ホ
テ
ル
発
（八
、

○
○
）
―
沢
渡
着

（
一
一
、
四
五
）
閉

講
式

（講
評
、
日
下
田
サ
ブ

●
リ
ー
ダ

ー
、
折
元
講
師
）

（
一
三
、
〇
五
―

一

三
、
三
〇
）
自
衛
隊
ト
ラ
ッ
ク
に
て
松

本
駅
前
解
散
。

講

師

感

想

熊

谷

義

信

中
部
日
本
と
い
う
、
登
山
を
す
る

に
は
地
域
的
に
恵
ま
れ
た
各
府
県
か

ら
の
集
ま
り
だ
け
に
、
実
際
的
に
は

か
な
り
高
度
の
山
登
り
を
体
験
し
て

い
る
人
達
が
集
ま
っ
て
は
い
ま
し
た

が
、
そ
の
割
に
内
的
な
も
の
で
程
度

の
低
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に

生
活
技
術
、
討
論

（話
し
合
い
の
技

術
）
等
に
そ
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

技
術
的
に
は
高
度
な
訓
練
を
受
け

て
は
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
精
神
的

な
面
で
の
訓
練
と
い
う
か
、
き
び
し

さ
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
の
体

験
が
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

趣

旨

及

目

的

本
講
習
会
は
指
導
者
の
講
習
会
で
あ

り
、
全
般
的
な
技
術
の
向
上
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
わ
ず
か

一
週
間

と
い
う
日
時
で
は
お
ざ
な
り
の
技
術
講

習
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
れ
で
今
回
の
講
習
会
で
は
も
ち
ろ
ん

全
般
の
登
山
技
術
も
行
な
う
が
と
く
に

一
つ
の
技
術
に
重
点
を
お
い
て
、
そ
の

技
術
の
理
論
と
訓
練
を
徹
底
的
に
行
な

う
こ
と
に
し
た
。
今
回
の
講
習
会
で
は

特
に

「確
保
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る

こ
と
に
し
た
。

特
定
の
技
術
に
重
点
を
お
い
て
行
な

う
こ
と
に
し
た
理
由
は
、
全
般
的
な
技

術
す
べ
て
を
行
な
う
に
は
日
時
が
少
な

い
こ
と
と
も
う

一
つ
大
き
な
理
由
は
本

講
習
会
に
参
加
す
る
講
習
生
は
各
地
方

へ
帰
り
、
伝
達
講
習
を
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
し
、
ま
た
所
属
す
る
山
岳
会
で

指
導
す
る
場
合
、
特
定
の
技
術
訓
練
を

は
じ
め
か
ら
マ
ス
タ
ー
し
て
お
く
こ
と

は
そ
の
他
の
ど
ん
な
技
術
を
指
導
す
る

場
合
で
も
き
わ
め
て
大
事
な
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
特
定
の
技
術
に

「確
保
」
の

問
題
を
え
ら
ん
だ
こ
と
で
ぁ
る
が
、
こ

れ
は

「確
保
」
と
い
う
こ
と
が
わ
り
あ

い
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
反
面

実
地
に
訓
練
す
る
こ
と
が
少
な
く
理
論

の
み
に
走
る
傾
向
が
多
分
に
み
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
確
保
に
或
る
程
度

自
信
を
持
て
な
い
と
連
続
登
攀
の
場
合

な
ど
か
え
っ
て
危
険
性
を
増
す
こ
と
に

も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
今
回
の
講
習
に
参
加
す
る
講
習

生
は
い
ず
れ
も
各
地
方
に
お
け
る
中
堅

も
し
く
は
上
級
の
登
山
者
で
あ
り
、
指

導
す
る
立
場
に
あ
る
人
達
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
技
術
講
習
と
い
っ
て
も
、
講

習
生
だ
け
を
対
象
と
せ
ず
講
習
生
を
通

じ
て
一
般
登
山
者
に
通
ず
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
教
え
方
、
訓
練
の
方
法
と
い

う
こ
と
を
常
に
念
願
に
し
て
や
っ
て
も

ら
い
た
い
。府

県

・
受
講
者
氏
名

静
岡
（佐
野
　
仁
、
生
井
伯
典
）
、
石
川

（上
田
鉄

一
、
森
孝
雄
）
、
奈
良

（松
本

国
男
、
藤
井
利

一
）
、
滋
賀

（吉
田
孝
、

石
井
出
　
澄
）
、和
歌
山

（藪
田
武
人
、

東
条
純

一
）
、
兵
庫
（山
本
義
弘
、
定
行

吉
信
）
、
富
山

（井
上
晃
、
山
口
得
美
）

福
井
（高
村
利
幸
、
中
村
幸

一
）
、
大
阪

Ａ

（高
山
京
二
、
相
馬
慶
造
）
、
長

野

（井
口
謙
司
、
瀬
戸
尭
穂
）
、
山
梨
（浅

川
瑞
穂
、
斉
藤
実
）
、
京
都

（堀
田
真

一
、
西
根
栄
次
）
、
二
重
（栗
本
克
行
、

水
谷
親
稔
）
、
松
本
自
衛
隊
（神
村
、
中

野
、
若
浦
三
隊
員
）

編

　

　

成

本

部

チ
ー
フ
●
リ
ー
ダ
ー
　
三
田
　
幸
夫

サ
ブ
●
リ
ー
ダ
ー
　
　
日
下
田
　
実
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講

　

評

―
感
想
を
も
含
め
て
―

日

下

田

　

実

今
次
講
習
会
に
参
加
し
た
受
講
者
諸

兄
の
登
山
技
術
は
大
体
出
来
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
し
か
し
各
講
師

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の

技
術
を
完
全
に
こ
な
し
て
い
る
か
、
ま

た
十
分
身
に
つ
け
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
謙
習
会
で
行

な

う
技
術

（雪
上
の
歩
き
方
、
ロ
ー
プ
の
扱
い
方
、

特
に
と

り
あ
げ

た

〃確
保
″
の
問
題

等
）
は
き
わ
め
て
一
般
的
、
ま
た
基
礎

的
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
冬
山
を
や
っ
て

い
る
人
た
ち
が
、
こ
れ
ら
の
基
礎
技
術

を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
当
然
の

こ
と
な
の
だ
。
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と

は
冬
山
の
基
礎
技
術
を
確
実
に
身
に
つ

け
、
い
つ
如
何
な
る
場
所
、
ど
ん
な
条

件
の
も
と
で
も
、
確
実
に
処
理
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
点
か
ら
み
れ

ば
、
ま
だ
ま
だ
基
礎
的
な
訓
練
が
十
分

で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
初
心
者
に
登
山
技
術
を
教
え

込
む
た
め
の
努
力
が
十
分
で
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。

閉
講
式
の
と
き
に
申
上
げ

た

よ
う

に
、
基
礎
技
術
の
習
得
に
は
、
き
び
し

い
訓
練
以
外
に
な
い
と
私
は
考
え
る
。

初
心
者
と
か
、
自
分
よ
り
劣
る
者
に
は

き
び
し
す
ぎ
る
く
ら
い
厳
し
く
や
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
と
同
時
に
リ
ー
ダ
ー
、
中
堅
級

の
人
た
ち
は
、
自
分
自
身
に
対
し
て
も

き
び
し
さ
を
失
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

あ
る
程
度
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と

「我

事
成
れ
り
」
と
ば
か
り
、
は
る
か
彼
方

の
こ
と
ば
か
り
気
に
し
て
、
肝
心
の
足

も
と
を
見
な
い
人
た
ち
が
案
外
多
い
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

特
に
最
近
の
よ
う
に
登
山
技
術
が
進

歩
し
、
い
ま
ま
で
登
攀
不
能
と
考
え
ら

れ
て
い
た
個
所
さ
え
も
登
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
基
礎
技
術
の
重
要
さ
は
ま

す
ま
す
増
大
し
て
く
る
の
だ
。
そ
れ
だ

け
に
、
リ
ー
ダ
ー
級
で
あ
る
と
、
ま
た

中
堅
級
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
ひ
と
し

く
基
礎
技
術
に
対
す
る
精
進
は
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
し
、
初
心
者
に
対
し
て
も

基
礎
技
術
の
重
要
さ
を
徹
底
的
に
教
え

込
ま
ね
ば
な
る
ま
い
。
基
礎
技
術
に
対

す
る
精
進
が
な
い
か
ぎ
り
、
い
か
に
素

晴
ら
し
い
登
攀
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、

そ
れ
は
単
に
冒
険
を
行
な
っ
た
も
の
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
講
習
会
に
於
て
基
礎

技
術
の
習
得
に
は
、
き
び
し
く
徹
底
的

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
も
講

師
も
何
度
か
言

っ
た
、
―

そ
の
こ
と

は
、
肉
体
的
に
き
つ
く
、
徹
底
的
に
し

ぼ

っ
て
や
る
こ
と
と
は
、
ま
っ
た
く
違

う
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

肉
体
的
に
き
つ
く
や
る
こ
と
は
き
わ

め
て
簡
単
な
こ
と
だ
。
も
の
を
教
え
る

の
に
、
し
ば
り
あ
げ
て
教
え
込
む
の
は

教
え
る
側
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
楽
な

方
法
だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は

短
時
間
の
う
ち
に
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
な

効
果
を
あ
げ
る
に
は
有
効
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
の
あ
と
が
不
毛
の
地
と
化
し

て
し
ま
う
燿
れ
が
非
常
に
多
い
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
や
る
と
、
短
時

間
で
き
わ
め
て
優
秀
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
マ
シ
ン
は
出
来
あ
が
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
こ
か
ら
は
け
っ
し
て
優
れ
た

マ
ウ
ン
テ
ニ
ャ
ー
は
生
れ
て
来
な
い
と

思
う
。

登
山
技
術
が
い
か
に
す
ぐ
れ
て
い
て

も
、
も
の
を
深
く
考
え
る
能
力
の
な
い

人
は
、
山
に
登
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
同
然
で

あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
登
山
技
術
を
教

え
る
と
同
時
に
、
各
自
の
山
に
対
す
る

考
え
方
、
も
の
の
考
え
方
を
教
え
、
き

び
し
く
も
の
を
考
え
る
能
力
を
確
実
に

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

た
だ
単
に
技
術
を
教
え
る
だ
け
な
ら

ば
、
リ
ー
ダ
ー
の
優
劣
の
差
は
さ
ほ
ど

問
題
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
極
端

に
言
え
ば
す
ぐ
れ
た
技
術
を
持

っ
た
コ

ー
チ
ャ
ー
が
い
れ
ば
、
リ
ー
ダ
ー
は
不

要
だ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
が
、
山
に
対

す
る
考
え
と
か
、
も
の
の
考
え
な
ど
内

面
的
な
問
題
に
な

っ
て
、
は
じ
め
て
そ

こ
に
リ
ー
ダ
ー
の
優
劣
と
か
、
重
要
性

と
い
う
も
の
が
、
大
き
く
出
て
く
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
た
め
リ
ー
ダ
ー
、
中
堅
級
の
人

た
ち
は
よ
り

一
層
の
勉
強
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
点
で
ま
だ
ま

だ
考
え
方
も
甘
い
し
、
勉
強
も
不
十
分

だ
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
受
講
生
ば
か

り
で
な
く
大
方
の
講
師
を
も
含
め
て
、

も

っ
と
も
っ
と
本
を
読

み
、

よ

く
考

え
、
自
分
自
身
の
内
容
を
豊

か
に
し

て
、
そ
れ
を
押
し
拡
げ
る
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

所

　

　

感

一
、
講
習
会
の
目
的
と
そ
の
成
果

本
講
習
会
は
講
習
生
各
自
が
地
方
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
っ
て
、
本
講
習

会
で
修
得
し
た
技
術
及
び
生
活

マ
ナ
ー

を
各
地
方
の
初
心
者
に
伝
達
講
習
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
特
殊
な
も
の
で

あ
る
だ
け
に
、
本
部
の
方
々
の
配
慮
は

細
部
に
わ
た
っ
て
苦
労
の
多
か
っ
た
こ

と
と
察
せ
ら
れ
た
。
我
々
と
し
て
感
謝

に
た
え
な
い
。

こ
れ
に
対
し
講
習
生
自
身
、
本
部
の

意
図
を
十
分
に
認
識
し
な
い
者
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
は
各
県
と
も
そ
の
選
考
方
法
が

ま
ち
ま
ち
で
、
厳
密
な
代
表
選
出
を
行

い
え
な
か
っ
た
た
め
と
思
う
。
こ
れ
が

た
め
各
県
の
講
習
生
の
技
術
や
考
え
方

研
究
方
法
の
程
度
に
隔
差
が
見
ら
れ
、

諸
師
団
の
方
々
に
し
て
み
れ
ば
指
導
方

法
に
困
惑
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

一
方
に
お
い
て
、
そ
れ
が
た
め
に
各

講
習
生
間
に
お
い
て
互
い
に
技
術
や
、

意
見
の
交
換
に
よ
っ
て
大
い
に
得
る
所

が
あ
り
、
ま
た
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感

じ
た
り
も
し
た
が
、
結
果
に
お
い
て
教

科
書
や
先
輩
か
ら
学
び
得
な
い
も
の
が

特
に
今
回
こ
の
講
習
会
で
得
ら
れ
た
収

穫
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
回
も
う
少
し
欲
し
か
っ
た
の
は
各

県
相
互
の
交
歓
の
機
会
で
あ
る
。
講
師

ま
た
は
講
習
生
同
志
と
し
て
で
な
く
、

じ
同
山
仲
間
と
し
て
の
知
り
合
い
を
多

く
持
ち
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
実
技
講
習

こ
れ
は
本
講
習
会
の
い
わ
ば

〃
や
ま

ば
″
で
あ
っ
た
だ
け
に
期
待

も

大
き

く
、
ま
た
相
当
厳
格
な
訓
練
に
処
す
る

決
意
を
も

っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
講

習
生
の
人
格
を
重
ん
じ
て
か
少
し
手
ぬ

る
い
と
い
う
感
じ
が
し
た
。
自
分
自
身

努
力
を
怠
っ
て
い
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と

を
言
え
た
義
理
で
は
な
い
が
、
時
間
的

に
も
短
か
す
ぎ
る
し
、
内
容
的
に
も
相

当
高
度
で
厳
し
い
も
の
で
よ
い
だ
ろ
う

と
思
う
。
二
十
三
日
な
ど
、
天
候
も
風

雪
と
な

っ
て
技
術
訓
練
に
は
絶
好
（！
）

の
条
件
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
午
前
中

西
穂
へ
登
頂
し
て
帰
っ
て
き
た
だ
け
で

終

っ
て
し
ま
っ
た
。
講
習
会
と
い
う
の

は
新
ら
し
い
技
術
を
学
び
、
そ
れ
を
後

に
よ
く
繰
返
し
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
分
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
の
で
、　
一
定
量
の
講
習
以
後
は
自
分

自
身
の
問
題
で
あ
る
と
思
う
。

一
、
夜
の
講
義

な
に
気
な
く
話
さ
れ
る
言
葉
の
端
々

に
本
当
に
傾
聴
に
値
す
る
も

の
が
多

く
、
本
講
習
会
の
意
義
の
大
き
い
こ
と

を
改
め
て
感
じ
た
。　
〃確
保
論
″
に
つ

い
て
金
坂

一
郎
氏
が
来
ら
れ
な
か
っ
た

の
は
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。

一
、
講
師
に
つ
い
て

二
対

一
の
割
合
で
講
師
が
配
属
さ
れ

た
の
は
デ
ラ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
単
に
技

術
の
指
導
者
と
し
て
で
な
く
、
人
間
的

な
体
臭
と
共
に
自
然
に
影
響
を
受
け
る

こ
と
は
理
想
的
な
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
直
接
指
導
さ
れ
る
講
師
は
つ
ね

に
同

一
な
の
で
、
多
少
の
個
人
差
は
避

け
難
く
、
事
前
に
原
則
的
な
こ
と
だ
け

で
も
打
合
せ
て
お
い
て
い
た
だ
け
た
ら

よ
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ヽ
本
講
習
会
参
加
者
全
員
に
よ
る
感
想
文
集
、　
・゙．

「
お
よ
び
報
告
書
が
作
ら
れ
、
関
係
者
に
配
布

ヽ

守
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

石
林 川

県

孝

雄

512
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札

幌

通

信

菫

月

達

夫

二
月
の
は
じ
め
会
員
渡
辺
公
平
氏
、

村
尾
金
二
氏
が
相
次
い
で
来
札
し
た
際

は
、
食
事
を
と
も
に
し
な
が
ら
歓
談
に

ひ
と
時
を
過
す
く
ら
い
し
か
時
間
の
余

・
裕
が
な
か
つ
た
が
、
半
ば
過
ぎ
に
林
和

一
夫
君
が
や
っ
て
き
た
と
き
は
、
来
た
方

一
も
時
日
に
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
し
、
こ
ち

一
ら
も
都
合
よ
く
て
一
緒
に
ス
キ
ー
に
出

か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

も

っ
と
も
、
二
十
日
の
朝
か
ら
林
君

と

一
緒
に
橋
本
誠
二
君
ら
五
人
が
奥
手

稲
に
で
か
け
た
際
は
、
そ
の
前
日
チ
ト

カ
ニ
ウ
シ
ヘ
行

つ
て
き
た
ば
か
り
の
藤

井
運
平
君
と
僕
は
、
休
日
で
も
な
い
の

で
午
前
中
だ
け
店

へ
出
て
、
午
後
か
ら

先
行
の
連
中
の
あ
と
を
追
う
こ
と
に
し

一

　

　

，

一
た
ｃ

も
、
朝
か
ら
の
新
雪
が
丁
度
い
い
加
減

に
手
直
し
を
し
て
、
シ
ー
ル
を
つ
け
て

登
り
出
す
と
思
つ
た
よ
り
い
い
。
天
狗

の
横
を
ま
い
て
尾
根
に
た
つ
と
、
雪
は

や
ん
で
青
黒
い
石
狩
湾
の
向
う
に
、
暑

寒
別
の
山
塊
が
幻
の
よ
う
に
光

つ
て
、

え
も
言
え
ず
美
し
い
。
雪
庇
の
張
出
し

た
尾
根
を
大
体
五
〇
Ｏ
ｍ
位
の
高
さ
ま

で
登
っ
た
頃
、
二
人
と
も
空
腹
を
か
ん

じ
て
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
ら
、
眼
前
の

自
樺
林
に
人
の
気
配
が
し
て
、
林
君
ら

五
人
が

「上
は
い
い
雪
だ
っ
た
よ
！
」

の
声
と
共
に
現
わ
れ
た
。

三
時
半
頃
下
り
は
じ
め
途
中
で
遊
ん

だ
り
し
て
、
札
樽
国
道
か
ら
車
で
町
ヘ

戻

っ
た
。
夜
は
橋
本
家
の
ス
ト
ー
プ
を

囲
み
、
牛
鍋
を
つ
つ
き
な
が
ら
時
の
た

つ
の
を
忘
れ
た
が
、
僕
ら
の
話
も
こ
の

頃
は
段
々
と
思
い
出
話
や
子
供
の
話
な

ど
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
は
い
か
ん
と

も
し
が
た
い
。

翌
二
十

一
日
は
春
分
の
日
。
こ
の
日

に
過
去
の
山
登
り
の
思
い
出
を
持

っ
て

い
る
人
は
多
い
筈
だ
。
打
合
せ
通
り
八

時
発
豊
羽
元
山
行
の
バ
ス
に
乗

る
。

林
、
藤
井
君
ら
六
名
。
橋
本
君
は
ど
う

し
て
も
来
ら
れ
ぬ
用
事
が
あ

っ
て
、
代

り
に
一
人
息
子
の
ト
モ
ち
ゃ
ん
が
加
わ

っ
た
。
あ
と
か
ら
北
大
の
現
役
と
運
平

さ
ん
の
友
人
Ｗ
氏
が

一
緒
に
な
り
八
名

と
な
る
。

し
く
心
が
け
が
余
程
よ
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
定
山
渓
の
途
中
か
ら
、
無
意
根

の
純
自
な
姿
、
札
幌
岳
、
砥
石
山
な
ど

が
き
れ
い
だ
。
同
行
し
た
中
学
時
代
か

ら
の
友
人
Ｈ
君
と
林
は
、
三
十
年
前
の

思
い
出
を
、
こ
う
し
た
山
を
見
な
が
ら

語
り
合

っ
て
い
る
。
聞
い
て
い
て
も
、

ま
こ
と
に
愉
し
い
も
の
だ
。

十
時
に
豊
羽
元
山
口
か
ら
無
意
根
山

へ
む
か
っ
て
登
り
だ
す
。　
一
行
の
身
が

高
ま
る
に
つ
れ
て
、
背
後
に
余
市
岳
、

天
狗
、
鳥
帽
子
な
ど
の
山
々
が
せ
り
あ

が
っ
て
き
て
、
そ
れ
ら
と
前
景
の
エ
ゾ

マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
と
の
取
り
合
せ
が
美

し
い
。
こ
の
見
事
な
眺
望
は
、
千
尺
高

地
と
い
わ
れ
る
主
尾
根
に
辿
り
つ
い
た

と
き
頂
点
に
達
し
た
。
逢
か
に
ニ
セ
コ

連
峰
、
後
方
羊
蹄
山
が
見
え
る
。
去
る

二
月
下
旬
は
じ
め
て
無
意
根
に
登
っ
た

と
き
は
、
終
日
姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た

そ
の
頂
き
も
、
ゆ
っ
た
り
盛
り
上

っ
た

山
容
を
見
せ
て
い
た
。

ど
う
せ
頂
上
ま
で
行
く
予
定
で
な
か

っ
た
僕
た
ち
は
、
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
弁

当
を
開
き
、　
一
時
半
ま
で
東
北
側
の
粉

雪
の
斜
面
で
遊
ん
で
往
路
を
下

っ
た
。

そ
の
日
の
夕
刻
に
は
東
京
行
の
飛
行
機

に
の
る
と
い
う
林
君
ら
を
、
定
山
渓
に

つ
れ
て
ゆ
き
、　
一
風
呂
あ
び
て
く
つ
ろ

い
だ
あ
と
、
ま
た
チ
ラ
つ
い
て
き
た
雪

の
中
を
走
る
札
幌
行
の
バ
ス
の
な
か
で

で
は
ま
た
元
気
で
会
お
う
と
夫
々
に
別

れ
た
の
だ
っ
た
。
（
一
九
六
Ｔ
二
月
）

会 員 通 信

数
日
来
の
暖
気
で
く
さ
っ
て
き
た
雪

天
気
は
無
類
に
い
い
。
林
君
は
珍
ら

上 田 哲 農 氏 作

ビ
ッ
グ
ホ
ワ
ィ
ト

・
ピ
ー
ク
隊
便
リ

Ｃ
２
に
て

梶
本

徳
次
郎

春
暖
元
気
よ
く
お
過
し
の
こ
と
と
存

じ
あ
げ
ま
す
。
私
ど
も
の
隊
、
カ
ル
カ

ッ
タ
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
も

た

つ
き

ま
し
た
が
、
四
月
十
五
日
Ｂ
Ｃ

（約
四

千
米
）
着
、
翌
日
か
ら
す
ぐ
に
登
山
を

は
じ
め
ま
し
た
。
い
ま
好
天
続
き

（午

後
は
雪
、
あ
ら
れ
）
で
、
そ
の
間
に
で

き
る
だ
け
高
く
へ
進
み
た
い
と
頑
張

っ

て
い
ま
す
。
隊
員
は
高
山
病
と
疲
れ
で

交
替
で
頭
痛
、
こ
れ
を
卒
業
し
な
い
と

頂
上
に
は
着
き
ま
せ
ん
。
昨
二
十

一
日

Ｃ
２
紛
Ｃ
３
の
ト
レ
ー
ス
に
登
り
は
じ

め
て
頂
上
を
真
近
く
見
ま
し
た
。
明
二

十
三
日
は
一
隊
が
Ｃ
３
へ
入
り
、
二
十

六
日
ご
ろ
Ｃ
４
、
二
十
九
日
天
皇
誕
生

日
ご
ろ
に
Ｃ
５
、
頂
上
は
五
月
五
日
―

十
五
日
ご
ろ
に
登
り
つ
け
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。
大
部
隊

（Ｍ
ｌ３
＋
Ｓ
ｌ３
）

の
隊
長
は
な
か
な
か
気
疲
れ
大
変
で
、

短
気
者
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
相
手
で
は
気
長
に

な
り
ま
す
。
慢
性
の
咳
も
治
り
、
頭
痛

も
少
な
く
て
、
調
子
は
よ
ろ
し
い
方
で

す
。　
一
年
生
に
は
毎
日
が
新
ら
し
い
発

見
で
す
。

（六
一
、
四
、
二
二
金
坂

一

郎
あ
て
）

∧
付
記
∨
　
梶
本
隊
は
五
月
十
三
日
頂
上

近
く
ま
で
迫
り
な
が
ら
、
悪
天
候
に
は
ば
ま

れ
て
登
頂
を
断
念
し
た
。

帰

国

ご

あ

い

さ

つ

東
京
新
聞
社
後
援
に
よ
る
私
ど
も
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
親
善
旅
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
色
々
御
力
添
え
を
載
き
ま

し
た
が
、
お
陰
様
で
五
月
三
日
全
員
無

事
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。

私
ど
も
の
行
動
は
、
既
に
東
京
新
聞

紙
上
で
御
存
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す

が
、
現
地
各
団
体
の
御
助
力
を
受
け
、

ク
ッ
ク
山
国
立
公
園
の
山
々
に
登
り
、

各
都
市
で
日
本
紹
介
を
行
な
い
、
両
国

の
親
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

尚
、
来
た
る
五
月
十
九
日
よ
り
二
十

三
日
ま
で
、
西
武
デ
パ
ー
ト
で
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
展
を
行
な
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
ら
ん
下
さ
い
ま
せ
。

右
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
帰
国
の

御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三
十
六
年
五
月
十
日

日
本

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

女
子
親
善
隊

×

×

×

田 川 後 森 佐

村 井 藤  藤

協 秋 董
宏 テ

子 子 子 子 ル

×

(8) 一―
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二
月

の
大

日
岳

小

林

智

明

二
月
二
十

一
日
、
飯
豊
連
峯
、
大
日

岳
に
登
頂
い
た
し
ま
し
た
。
日
出
谷
か

ら
上
ノ
峠
を
越
え
、
長
走
川
へ
入
り
、

長
走
の
支
流
大
面
沢
か
ら
蒜
場
山
に
と

り
つ
き
鳥
帽
子
、
実
川
山
、
大
日
岳

（

郡
境
尾
根
）
と
た
ど
り
ま
し
た
。

四
人
で
五
日
間
の
日
程
で
し
た
が
快

適
な
雪
山
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

飯
豊
も
今
年
は
雪
が
多
く
、
お
彼
岸

だ
と
言
う
の
に
日
出
谷
の
駅
前
か
ら
雪

路
を
踏
み
ま
し
た
。
長
走

（ナ
ガ
バ
シ

リ
）
川
と
は
ほ
ん
と
に
よ
く
つ
け
た
名

で
、
何
と
も
言
え
ぬ
響
き
で
流
れ
る
飯

豊
山
中
で
も
指
折
り
の
好
い
所
で
す
。

前
進
キ
ャ
ン
プ
は
高
度

一
〇
〇
〇
米

稲
葉
ノ
平
と
い
う
撫
の
本
の
森
林
限
界

附
近
に
設
け
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
大

日
岳
ま
で
往
復
十
二
時
間
、
夜
明
け
、

す
で
に
南
の
天
に
サ
ソ
リ
座
を
見
る
三

月
の
山
で
は
、
恰
好
な
ア
ル
バ
イ
ト
で

し
た
。二

月
の
蔵
王
ス
キ
ー
行

安
　
彦

六

郎

蓼
科
の
八
子
ケ
峰
、
奥
日
光
と
ス
キ

ー
行
脚
を
つ
づ
け
て
、
こ
ん
ど
は
二
月

十
日
―
十
二
日
、
蔵
王
に
行

っ
て
参
り

ま
し
た
。
蔵
王
は
よ
い
天
侯
の
日
は
少

な
い
の
で
す
が
、
こ
の
た
び
は
快
晴
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
女
性
三
名
を
加
え
た

私
た
ち

一
行
は
朝
早
く
高
湯
を
出
発
、

ザ
ン
ゲ
坂
下
ま
で
リ
フ
ト
を
使
用
し
、

そ
れ
よ
り
徒
歩
で
地
蔵
ま
で
登
る
。

こ
れ
よ
リ
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
ザ
ン
ゲ

坂
を
避
け
て
、
見
事
に
発
達
し
た
樹
氷

群
を
縫

っ
て
粉
雪
の
斜
面
を
快
適
に
滑

降
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
般
ス
キ
ー
コ
ー
ス
に
は
入

っ
て
居
り
ま
せ
ん
が
、
ザ
ン
ゲ
坂
下
の

リ
フ
ト
の
終
点
に
出
ら
れ
ま
す
。

滑
降
を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
樹
氷
を
観
賞
し
た
り
、
撮
影
等
の
た

め
に
は
最
も
よ
い
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し

ょ
う
。
た
だ
し
晴
天
の
日
の
み
に
か
ぎ

り
ま
す
。

カ

プ

ー

ル

に

て

崎

　
田

そ
の
後
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。

ス
キ
ー
の
件
で
は
い
ろ
い
ろ
と
お
手
数

を
か
け
ま
し
た
。
カ
ラ
チ
か
ら
の
転
送

が
手
間
ど
っ
て
、
ま
だ
着
か
な
い
の
で

今
シ
ー
ズ
ン
に
は
間
に
合

い
ま

せ
ん

が
、
来
冬
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
山
岳
と
会
報
を

一
度
に
ご

っ
そ
り
と
入
手
し
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
事
務
の
方
に
そ
の
由
お

伝
え
下
さ
い
。

当
地
は
標
高

一
八
〇
〇
ｍ
の
高
原
で

大
層
気
候
が
良
く
、
住
居
に
は
き
わ
め

て
よ
い
所
で
す
。

周
り
に
は
四
五
〇
Ｏ
ｍ
く
ら
い
の
山

も
そ
び
え
、
残
雪
を
望
ん
で
は
、
い
つ

か
は
一
度
登
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
慾

を
感
じ
て
い
ま
す
。

山
岳
会
の
諸
氏
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え

下
さ
い
。

（金
坂

一
郎
あ
て
）

Ａ
住
所
∨

〓
専
ｏ
∽〓

∽
”〓
ご

ｏヽ
ｏ
Ｃ
∽
〇
〓

＞ヽ
）
ｏヽ
ｏ
＞
日
①■
８
●

同
）【“
げ
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知
り
た
い
旧
会
員
の
消
息

藤
　
島
　
　
玄

旧
会
員
、
中
島
治

一
郎
氏

（会
員
番

号

一
三
四

一
）
は
、
戦
前
の
名
簿
に
横

浜
市
磯
子
区
平
潟
町
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
照
会
し
た
が
判
明
し
ま
せ
ん
。

こ
の
お
方
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和
九

年
か
の
山
日
記
に
、
昭
和
八
年
越
後
駒

が
岳
と
中
ノ
岳
の
鞍
部
、
天
狗
平
に
独

力

（自
費
）
で
避
難
小
舎
を
建
設
し
て

い
ま
す
。
ど
う
い
う
お
人
か
、
ど
う
し

て
建
て
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
後
ど
う
さ

れ
た
か
知
り
た
く
思
い
ま
す
。

◇
山
岳
刊
行
の
お
知
ら
せ

山
岳
第
五
十
五
年

（
一
九

六
〇

年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
文

一
九
四

頁
、
写
真
四
〇
葉
、
地
図
九
枚
。
英

文
梗
概
付
。

熙 ラ

出
発
ご
あ
い
さ
つ

拝
啓
、
五
月
晴
の
空
に
鯉
の
ぼ
り
が

勢
い
よ
く
流
れ
る
よ
い
時
候
と
相
な
り

ま
し
た
。
皆
様
の
温
い
そ
し
て
御
理
解

あ
る
御
支
援
に
よ
り
ま
し
て
一
橋
大
学

山
岳
部
の
南
米
ア
ン
デ
ス
遠
征
は
遂
に

そ
の
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
第

一
隊

は
二
月
十
七
日
に
、
第
二
隊
は
四
月
二

日
に
夫
々
横
浜
港
よ
り
川
崎
汽
船
の
昭

川
丸
と
キ
ュ
ー
バ
丸
に
て
、
そ
し
て
第

二
隊
は
五
月
九
日
に
皆
様
の
御
声
援
を

う
け
な
が
ら
羽
田
空
港
よ
り
日
本
の
地

を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
か
え
し
て
み
ま
す
と
、
何
か
と

気
の
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
て
、

心
な
ら
ず
も
色
々
失
礼
や
ら
御
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
と
存

じ
ま
す

が
、
わ
れ
わ
れ
の
山
岳
部
と
し
て
、
海

外
遠
征
は
創
立
四
十
年
以
来
最
初
の
こ

と
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
右
の
数
々

の
手
違
い
は
御
許
し
願
え
れ
ば
幸
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
目
指
す
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ

・
ブ
ラ
ン
カ
の
プ
カ
イ
ル
カ
峰
の
攻
撃

は
、
日
本
隊
と
、
イ
タ
リ
ー
の
ベ
ル
ガ

モ
隊
と
ト
リ
ー
ノ
隊
の
三
隊
と
が
時
期

が
同
じ
関
係
で
、
た
ま
た
ま
競
走
の
形

に
な
り
、
世
界
登
山
界
の
注
目
の
う
ち

に
、
六
月
下
旬
行
わ
れ
る
も
の
と
存
じ

ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
第

一
登
と
い
う

こ
と
の
み
の
た
め
に
実
力
以
上
の
無
理

を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
さ
け
、
極
め
て

自
然
に
な
だ
ら
か
に
行
動
を
進
め
て
参

る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
申
し

ま
し
て
も
御
期
待
に
添
う
よ
う
出
来
る

だ
け
の
こ
と
を
し
て
、
而
も
全
員
が
元

気
で
無
事
帰
国
す
る
こ
と
こ
そ
、
わ
れ

わ
れ
の
最
大
の
使
命
か
と
考
え
て
い
る

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
れ

わ
れ

の
場

合
、
成
功
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
に
は
プ
カ
イ
ル
カ
峰
の
攻

撃
の
他
に
も
ボ
リ
ビ
ヤ
の
ア
ポ
ロ
バ
ン

バ
山
群
に
お
け
る
諸
活
動
及
び
必
ず
し

も
容
易
と
は
思
わ
れ
な
い
経
済
調
査
と

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
等
を
行
う
に

際
し
ま
し
て
も
、
決
し
て
前
記
の
原
則

を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
甚
だ
微
力
で
は
あ
り
ま

す
。
然
し
、
右
三
つ
の
大
目
標
は
必
ず

果
し
て
帰
国
し
た
い
と
心
に
誓

っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
上
と
も
に
、
御

支
援
御
指
導
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

隊
員
全
部
の
旅
立
ち
を
機
会
に
略
儀

な
が
ら
書
中
を
以
て
御
礼
芳
々
御
挨
拶

申
し
上
げ
ま
し
た
。
　
　
　
　
敬
具

昭
和
三
十
六
年
五
月
九
日

一
橋
大
学
山
岳
部
長
　
関
　
恒
義

同
大
学
山
岳
部
ア
ン
　
ト
ロ
系

・

デ
ス
遠
征
委
員
長
　
　
Ｆ
，
子

．

同
副
委
員
長
、
隊
長
　
士
口
沢

一
郎
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弓
Ｆ
①
＞
ぼ
〓
①
」
ｏ
饉
Ｌ●
ュ

く
ｏ
ｒ
ｒ
Ｘ
く

一Ｚ
ｏ
く
①
日
げ
①
【
Ｐ
〇
〇
〇

り
４
０
・　
ω
Ｏ
ド

昨
年
の
ビ
ッ
グ

・
ク
ラ
イ
ム
の
一
つ

で
あ

つ
た
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
登
頂
の
記

事
は
、
隊
長
Ｊ

ｏ
Ｏ

・
Ｍ

・
ロ
バ
ー
ツ

に
よ
っ
て
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

登
頂
さ
れ
た
の
は
五
月
十
七
日
で
、
Ｒ

・
Ｈ

・
グ
ラ
ン
ト
と
Ｃ

ｏ
Ｊ

ｏ
Ｓ

ｏ
ボ

ニ
ン
ト
ン
の
二
隊
員
と
ア
ン
・
ニ
ー
マ

の
ト
リ
オ
だ

っ
た
。
な
お
ロ
バ
ー
ツ
は

最
後
に
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
と
い
う
山

名
は
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
ヒ
マ
ー
ル

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
い
る

の
は
面
白
い
説
で
あ
る
。

つ
い
で
Ｆ

・
マ
ラ
イ
ニ
が
．
一
九
五

九
年
八
月
二
十
四
日
登
頂
さ
れ
た
ヒ
ン

ズ
ｌ
ｏ
ク
シ
ュ
の
サ
ラ
グ
ラ
ー
ル

（七

三
四
九
ｍ
）
の
記
録
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
山
は
従
来
サ
ド

・
イ
シ
ュ
ト
ラ
ー

グ
と
書
か
れ
て
い
た
山
で
あ
る
。
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
の
写
真
が

一
枚
も
な
い
の

は
惜
し
い
が
、
こ
の
方
に
は
見
事
な
写

真
が
六
枚
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ

・
シ
プ
ト
ン
は
依
然
活
躍
を
つ
づ

け
て
お
り
、
本
号
に
は
南
部
パ
タ
ゴ
ニ

ア
ヘ
の
二
つ
の
山
行
に
つ
い
て
述
べ
、

珍
ら
し
い
写
真
四
枚
を
示
し
て
い
る
。

今
年

一
橋
の
遠
征
隊
も
目
標
の
一
つ

に
選
ん
で
い
る
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
ヘ
の
一

九
五
九
年
の
山
行
が
、
Ｗ

・
Ｈ
ｏ
メ
ル

ボ
ル
ン
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
．
五
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
幾
つ
か
登
ら
れ

た
の
を
知
る
。
ソ
ラ
ル
・
ピ
ー
ク
を
始

め
美
し
い
氷
峰
で
あ
る
こ
と
が
、
挿
入

の
写
真
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
の
登
頂
者
の
一
人

ボ
ニ
ン
ト
ン
の
筆
に
な
る
ト
レ
・
チ
メ

・
デ
ィ
・
ラ
ヴ
ァ
レ
ド
の
北
壁
の
登
攀

は
、
Ａ

ｏ
Ｊ
に
は
珍
ら
し
い
ア
ク
ロ
バ

テ
ィ
ッ
ク
の
岩
登
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
戦
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
冬
期
登
山

（Ｔ

ｏ
Ｗ

・
ペ
イ
テ

ィ
記
）
、
ナ
イ
ロ
ビ
付
近
の
岩
登
り
を
述

べ
た
ル
ケ
ニ
ヤ

（Ｊ

。
Ｗ

・
ホ
ヮ
ー
ド

記
）
、
ク
レ
テ
の
山
（Ｌ

ｏ
Ｈ

・
ハ
ー
ス

ト
記
）
等
が
主
な
内
容
で
あ
る
。

エ
ク
ス
ペ
デ
イ
シ
ョ
ン
欄
で
は
、
最

近
逝
去
し
た
ピ
エ
ロ
・
ギ
リ
オ
ネ
の
ル

ウ
エ
ン
ゾ
ー
リ
山
群
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ

峰
西
壁
の
登
攀
と
、
四
人
の
日
本
の
ク

ラ
イ
マ
ー
が

一
九
六
〇
年

五
月

六
日

マ
ツ
キ
ン
リ
ー
に
登
頂
し
た
記
事
が
わ

れ
わ
れ
の
目
を
ひ
く
。

ア
ル
パ
イ
ン
・
ノ
ー
ツ
欄
一は
例
【に
よ

っ
て
興
味
深
い
記
事
に
満
た
さ
れ
て
い

て
、　
一
つ
一
つ
挙
げ
た
ら
き
り
が
な
い

が
、
か
の
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
翁
が
会
員

在
籍
六
十
年
に
達
し
た
と
い
う
事
項
は

特
に
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
続
い

て
チ
リ
ー
、
一果
ア
フ
リ
カ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
北
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
ノ
ー
ツ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
ン
・
ノ
ー
ツ
に
は
日
本
の
ヒ
マ

ル
チ
ュ
リ
と
ア
ピ
の
登
頂
が
、
ま
た
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ノ
ー
ツ
に
は
日
本

山
岳
会
副
会
長
松
方
三
郎
氏

の
訪
問

と
、
近
く
五
人
の
日
本
女
性
登
山
家
の

訪
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

追
悼
欄
に
は
マ
ロ
リ
ー
や
Ｇ

Ｏ
Ｗ

●

ヤ
ン
グ
の
友
人
で
あ
り
、　
マ
ロ
リ
ー
の

回
想
録
を
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
Ｄ

ｅ
Ｒ

ｏ
パ
イ
の
追
憶
が
あ
る
。
本

文

一
三
二
頁
、
写
真
二
五
葉
。

（望
月
達
夫
）

登
頂
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ

山

田

二

郎

著

一
九
六
〇
年
五
月
二
十
四
日
、
二
十

五
日
の
二
回
に
わ
た
リ
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ

の
登
頂
に
成
功
し
た
慶
応
隊
の
記
録
を

隊
長
の
山
田
氏
が
語
っ
た
の
が
本
書
で

あ
る
。
内
容
は
、
計
画
の
生
い
立
ち
、

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
を
見
る
日
、
ヒ
マ
ル
チ

ュ
リ
に
挑
む
、
決
断
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、

図 書 紹 介

上 田 哲 農 氏 作

栄
光
の
陰
に
あ
る
も
の
、
の
五
章
に
分

れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
小
見
出
し
が

つ
い
て
い
て
、
別
に
巻
末
に
登
山
隊
の

日
誌
と
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
年
譜
が
つ

け
ら
れ
、
巻
頭
に
は
前
年
こ
の
山
に
挑

ん
で
登
頂
成
ら
な
か
っ
た
村
木
潤
次
郎

氏
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
。

全
体
を

一
読
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

矢
張
り
充
分
読
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
の
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
も
指
折

り
の
峻
峰
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
初
登
頂
だ

か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
関
心
を
寄
せ
る
者

に
面
白
く
な
い
筈
は
無
論
な

い

の
だ

が
、
こ
の
本
の
場
合
と
く
に
よ
く
書
け

て
い
る
の
は
前
半
、
即
ち
ヒ
マ
ル
チ
ュ

リ
に
登
る
ま
で
の
記
述
で
あ
る
。

そ
れ
に
反
し
実
際
の
登
山
に
か
か
っ

て
か
ら
は
、
分
量
に
し
て
も
本
書
の
約

半
分
で
、
前
半
と
の
釣
合
い
上
も
、
も

う
少
し
詳
し
く
書
い
て
ほ
し
か
っ
た
。

と
く
に
第

一
登
だ
け
を
述
べ
、
第
二
登

に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
述
べ
て
い
な

い

し
、
下
山
の
く
だ
り
も
省
略
さ
れ
て
い

る
の
は
惜
し
い
。
お
そ
ら
く
出
版
社
側

か
ら
せ
き
た
て
ら
れ
、
多
忙
な
著
者
が

や
む
な
く
後
半
を
端
し
よ
つ
た
か
、
或

い
は
全
体
の
分
量
に
制
限
を
加
え
ら
れ

た
か
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

す

る
。著

者
は
本
書
の

「あ
と
が
き
」
で
、

正
式
報
告
は

「登
高
行
」
に
発
表
さ
れ

る
筈
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に

は
、
実
際
の
登
攀
の
部
分
で
本
書
に
書

き
足
り
な
い
点
を
十
三
分
に
書
い
て
ほ

し
い
と
思
う
。
こ
の
著
者
の
よ
う
に
現

代
最
も
実
力
あ
る
人
の
記
述
が
、
最
も

望
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
か
ら
で
ぁ

る
。Ｂ

６
版
二
一
八
頁
、
写
真
二
十
三
葉

一
九
六
一
年
二
月
毎
日
新
聞
社
発
行

定
価
三
二
〇
円

　

（望
月
達
夫
）

山

口

耀

久

著

八
ガ
岳
の
北
に
蓼
科
山
ま
で
延
々
と

続
く
山
波
の
こ
と
を
、
北
八
ツ
と
い
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
程
古
い
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
は
南
八
ツ
と

は
異
り
、
荒
々
し
い
岩
稜
の
か
わ
り
に

苔
む
し
た
森
林
、
明
る
い
草
原
、
池
沼

な
ど
に
恵
ま
れ
、
す
ぐ
近
く
の
奥
秩
父

と
も
か
わ
っ
た
雰
囲
気

を
も

つ
て
い

る
。本

書
の
著
者
は
、
こ
の
地
域
に
う
ち

こ
み
、
今
ま
で
の
誰
よ
り
も
、
こ
の
山

域
の
た
く
み
な
風
物
詩
を
本
書
に
よ
っ

て
示
し
た
。
し
か
も
、
本
書
に
含
ま
れ

て
い
る

「雪
と
風
の
日
記
」
を
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
著
者
の
登
り
方

は
た
だ
静
か
な
山
歩
き
と
い
う
も
の
だ

け
で
は
な
い
。
収
め
ら
れ
た
各
篇
は
、

曾
て

「
ア
ル
プ
」
そ
の
他
に
載
せ
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
収
録
に
あ
た
っ
て
著
者

の
細
か
い
心
づ
か
い
が
行
き
わ
た
っ
た

北

八

ツ

彿

径

( 10 ) 一 χ θ一
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せ
い
か
、
み
が
き
の
か
か
っ
た
文
章
と

相
ま
っ
て
、
北
八
ツ
の
自
然
と
そ
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
る
の
に
成
功
し
て
い

る
。
近
来
の
好
著
と
言

っ
て
さ
し
つ
か

え
な
い
。

な
お
、
本
書
も

そ
の

一
つ
で
ぁ

る

「
ア
ル
プ
選
書
」
に
は
、
前
に
会
員
串

田
孫

一
氏
の

『菫
色
の
時
間
』
な
ど
四

冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
も
す
つ

き
り
し
た
出
来
栄
え
で
ぁ
る
。
す
こ
や

か
な
発
展
を
望
み
た
い
。

変
Ｂ
６
版
二
五
四
頁
、
写
真
四
葉
、

一
九
六
〇
年
十
二
月
　
創
文
社
刊
行

定
価
二
八
〇
円

　

（望
月
達
夫
）

山

毛

欅

叢

書

（加
藤
武
三
著
）

広
島
山
の
会
刊
行

第
１
集
　
広
島
を
め
ぐ
る
山
と
谷

（登
山
と
ハ
イ
キ
ン
グ
）

第
２
集
　
芸
北
山
群

第
３
集
　
焚
火

（随
想
集
）

第
４
集
　
ス
キ
ー
ツ
ァ
ー
コ
ー
ス

（
ス
キ
ー
場
案
内
）

第
５
集
・

ひ
ろ
し
ま
を
め
ぐ
る
ハ
イ
キ

ン
グ
２０
コ
ー
ス

第
６
集
　
広
島
を
め
ぐ
る
キ
ャ
ン
プ
サ

イ

ト

（新
書
版
、　
一
〇
・三
糎
×
一
八
・五
糎
）

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
著
者
、
加
藤
武
三

氏
は
、
第
１
集
の
前
書
き
で

「私
の
故

郷
、
広
島
を
続
る
山
々
は
標
高
も
低
く

そ
れ
に
規
模
の
小
さ
い
山
が
多
い
。
中

部
の
高
唆
山
岳
を
歩
い
て
い
る
と
、
な

ん
と
し
て
も
誇
る
べ
き
特
徴
を
郷
土
の

山
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
ぬ
ょ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
低
い
藪
の
多

い
山
を
歩
く
こ
と
舷
に
二
十
年
近
く
、

も
う
歩
く
の
も
あ
き
て
し
ま
う
か
と
思

い
の
外
、
不
思
議
に
も
思
慕
の
情
は
つ

の
る
ば
か
り

（中
略
）
こ
の
貧
し
い
案

内
書
を
、
私
の
よ
う
に
山
を
愛
す
る
友

の
前
に
捧
げ
た
い
と
祈
念

し
た
所

以

は
、
過
去
に
於
て
、
ま
だ
纏
っ
た
案
内

書
を

一
冊
も
な
い
為
に
、
し
ば
し
ば
山

々
の
状
況
を
訊
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な

る
に
つ
れ
て
、
是
非
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
為
に
も
よ
る
が
、

私
の
愛
す
る
故
郷
の
山
々
を
、
も

つ
と

多
く
の
人
に
知

っ
て
頂
き
た
い
為
で
あ

っ
た
」

（旧
版
の
序
よ
り
）
と
述
べ
て

い
る
。

×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

一
九
四
八
年
に
第

１
集
が
出
た
。
そ
の
後
改
訂
を
加
え
な

が
ら
、
す
で
に
第
６
集
ま
で
発
刊
さ
れ

て
い
る
。
地
方
都
市
を
中
心
と
し
た
山

の
ガ
イ
ド

・
ブ

ッ
ク
で
、
こ
れ
だ
け
詳

細
で

（挿
図
も
豊
富
で
あ
る
）
携
帯
に

便
利
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
案
内
書
の
揃

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
う
。

こ
れ
は
著
者
の
並
々
な
ら
ぬ
郷
土
愛

に
よ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
ま
た

昭
和
初
年
に
広
島
山
岳
会

が
創

立
さ

れ
、
伊
藤
絆
、
町
井
剛
、
結
城
次
郎
、

磯
貝
勇

（現
本
会
会
員
）
な
ど
の
各
氏

に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
て
い
っ
た
登
山
熱

の
集
積
に
も
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
広
島
市
に
於
け
る
登
山
熱
の
勃

興
に
は
、
旧
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
水
野
祥
太
郎
氏

の
岩
国
市
在
住
や
、
短
期
間
で
は
あ
っ

た
が
吉
沢

一
郎
氏
の
広
島
市
在
勤
な
ど

も
そ
れ
ぞ
れ
寄
与
さ
れ
る
処
が
多
か
っ

た
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て
ょ
い
。

現
在
、
呉
線
沿
線
の
天
応
の
岩
場
に

は
ク
ラ
イ
マ
ー
が
集
ま
り
、
ル
ー
ト
図

ま
で
作
製
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
ザ
イ
ル
の
扱
い
方
な
ど
岩
登

り
の
初
歩
を
、
当
時
登
山
の
芽
生
え
の

人
々

（水
野
氏
の
言
に
よ
る
）
に
手
ほ

ど
き
を
さ
れ
た
の
は
水
野
祥
太
郎
氏
で

あ
っ
た
。×

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

話
は
余
談
に
亘
っ
た
が
、
本
シ
リ
ー

ズ
中
の
異
色
は
、
随
想
集

「焚
火
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
案
内
記
で
は
な
い
。
初

版
は
昭
和
十
六
年
に
著
者
の
出
征
中
に

上
梓
さ
れ
た
が
、
戦
火
に
焼
き
つ
く
さ

れ
て
わ
ず
か
に
二
冊
残
っ
た
も
の
を
、

戦
後
に
再
版
し
て
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に

加
え
た
と
ぁ
る
。

中
国
地
方
の
山
を
知
ら
ぬ
人
に
は
、

こ
れ
は
や
ゝ
感
傷
的
に
す
ぎ
る
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
は
き

わ
め
て
純
粋
で
美
し
い
静
観
的
な
山
歩

き
が
、
著
者
の
愛
好
す
る
芸
北
山
群
の

―

‥そ
れ
は
著
者
の
言
を
引
く
な
ら
、

「西
中
国
の
山
詠
特
有
の
年
老
い
た
、

素
朴
で
地
味
な
美
し
さ
と
透
き
滲
っ
た

空
気
の
漂
う
―
―
」
山
里
を
背
景
に
し

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、―

　「
そ
れ
は
君
も
知
る
如
く
、
小

さ
な
山
歩
き
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
は
何

処
に
も
あ
る
簡
単
な
山
歩
き
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
然
し
私
が
教
え
ら
れ
た
も
の

は
、
山
の
大
小
と
、
形
態
の
如
何
に
は

関
係
の
な
い
、
愛
す
る
と
云
う
こ
と
の

美
し
さ
と
そ
の
深
さ
で
あ
っ
た
。
私
を

し
て
名
誉
を
捨
て
さ
せ
、
功
名
を
捨
て

さ
せ
、
ひ
た
す
ら
に
瞑
想
さ
せ
て
く
れ

た
山
々
を
、
私
は
芸
北
の
蒼
い
山
波
の

中
に
見
出
す
の
で
あ
る
」
と
。

そ
し
て
、
著
者
は
こ
う
も
言

っ
て
い

る
。「岩
登
り
に
優
れ
た
或
登
山
家
が
、

岩
登
り
こ
そ
登
山
の
出
発
点
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
何
故
な
ら
岩
登
り
の
持
つ

バ
ラ
ン
ス
と
リ
ズ
ム
は
、
登
山
の
根
本

に
相
違
な
い
か
ら
だ
。

低
山
抜
渉
に
言
い
知
れ
ぬ
歓
喜
あ
り

と
言
う
あ
る
静
観
的
登
山
家
は
、
平
地

の
歩
法
こ
そ
バ
ラ
ン
ス
と
リ
ズ
ム
の
根

元
が
あ
る
と
説
い
た
。

両
者
と
も
真
実
で
あ
ろ
う
。
然
し
、

此
対
立
す
る
か
に
見
え
る

二
者

の
言

は
、　
そ

の
拠

っ
て
来
る
所
を
考
え
れ

ば
、
こ
れ
は
単
な
る
言
葉
の
対
立
に
過

ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
。

×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

以
上
で
書
中
の
引
用
は
終
り
た
い
と

思
う
。
が
、
著
者
は
今
後
も
こ
ん
な
、

所
謂

「小
さ
な
山
歩
き
」
を
続
け
た
い

と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
尚

「私
の
知

ら
な
い
美
し
い
峠
や
、
高
原
や
、
頂
き

が
あ
る
に
違
い
な
い
広
島
の
山
々
を
歩

き
続
け
た
い
」
と
念
願
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
叢
書
も
、
そ
れ
に
よ

り
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
内
容
を
充
実
さ

せ
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

老
年
期
の
、
そ
し
て
花
間
岩
の
山
々

―

そ
れ
に
、
こ
れ
は
他
県
に
於
て
は

味
わ
え
ぬ
瀬
戸
内
の
島
々
の
、
船
路
を

と
も
な
っ
た
山
々
の
案
内
記
ま
で
も
含

め
て
、
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
叢
書
で

あ
る
と
言

っ
て
ょ
い
。
今
後
の
充
実
を

さ
ら
に
期
待
し
た
い
。

た
だ
望
蜀
を
言
わ
せ
て
貰
う
な
ら
、

県
境
山
詠
に
つ
い
て
は
、
他
県
側
の
登

路
に
も

っ
と
説
明
を
加
え
て
欲
し
か
っ

た
。石

見
か
ら
安
芸
、
備
後
か
ら
出
雲

へ

と
、
山
間
を
縫

っ
て
往
く
山
旅
は
、
中

国
地
方
の
山
の
最
も
楽
し
い
ワ
ン
ダ
リ

ン
グ
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

（Ｆ
）

‘

ａ
ｒ

∧
カ
ッ
ト
Ｖ
　
中
国
地
方
の
輪
か
ん
。
ツ

メ

が

な

い

の
が
特
色
。
本
叢
書
ょ
り
転

載
。

二
"●

00
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佐
藤
久

一
朗
氏
作

会

務

報

告

四
月
理
事

・
評
議
員
会

六
日
・
ル
ー
ム

▽
日
高
会
長
、
三
田
副
会
長
、
理
事
折

井
、
太
田
、
山
崎
、
金
坂
、
日
下
田
、

田
村
、
木
下
、
川
上
、
徳
久
、
監
事
野

口
、
評
議
員
藤
島

（敏
）
、
神
谷
、
青

木
、
深
田
、
織
内
、
津
田
関
西
支
部
長

高
山
信
濃
支
部
長
、
織
田
山
陰
支
部
長

高
木

委
任
出
席
　
渡
辺
、
古
沢
、
加
藤
、
望

月
、
交
野
、
今
西
（寿
）
、
藤
島
（玄
）
、

池
田
、
藤
本

▽
議
事

①
通
常
総
会
に
つ
い
て（折

井
常
務
理
事
）

ｏ
役
員
改
選
は
、
本
年
度
は
理
事
お
よ

び
監
事

一
名
に
つ
い
て
の
み
行
な
う
。

現
理
事
加
藤
元

一
氏
は
東
京
支
部
委

員
に
転
出
、
新
理
事
と
し
て
つ
ぎ
の
二

氏
を
推
せ
ん
し
た
い
。

中
島
伊
平
氏

（会
員
番
号
四
四
六
〇

前
東
京
支
部
委
員
、
京
大
Ｏ
Ｂ
）

FpUNDED 1903

嗜本 山 岳全
J`AFnlNESE′

ALpINE CLUB

田
辺
　
寿
氏

（会
員
番
号
四
六

一
八

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
隊
員
、
慶
大
Ｏ
Ｂ
）

・
山
岳
会
ル
ー
ム
移
転
に
伴
な
い
会
費

増
額
と
基
金
設
定
の
件
と
を
緊
急
議
題

と
し
た
い
。

・
役
員
は
総
会
に
必
ず
出
席
の
こ
と

②
山
形
支
部
主
催
、
冬
山
講
習
会

（蔵

王
山
）
に
つ
い
て

。
渡
辺
常
務
理
事
が
出
席
し
た

③
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
コ
夫
妻
五
月
来
日

予
定
に
つ
い
て

（折
井
常
務
理
事
）

ｏ
二
週
間
滞
日
の
予
定
で
マ
カ
ル
ー
、

ジ
ャ
ヌ
ー
の
映
画
講
演
会
を
開
く
予
定

④
東
海
支
部
設
立
に
つ
い
て

（山
崎
常
務
理
事
）

。
発
起
人
、
須
貿
太
郎
、
跡
部
昌
三
、

伊
藤
忠
雄
、
篠
田
公
平
、
石
岡
繁
雄

・
支
部
長
、
須
賀
太
郎
、
副
支
部
長
、

石
岡
繁
雄

・
支
部
構
成
地
域
、
愛
知
、
岐
阜
、
三

重・
設
立
発
会
式
、
四
月
二
十
三
日

（十
五
頁
、
報
告
記
事
参
照
）

⑤
関
西
支
部
総
会
に
つ
い
て

（津
田
関
西
支
部
長
）

・
五
月
十
七
日
か
二
十
三
日
の
予
定
、

本
部
か
ら

一
、
二
名
出
席
を
願
い
た
い
。

⑥
上
高
地
案
内
人
組
合
小
屋
譲
受
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
（折
井
常
務
理
事
）

・
松
本
営
林
署
へ
申
請
書
提
出
中
、
近

く
許
可
に
な
る
予
定
、
建
坪
二
十

一
坪

平
家

⑦
第
二
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
（日
下
田
理
事
）

・
西
穂
高
周
辺
、
（六
、
七
頁
報
告
参

照
）

③
辻
村
太
郎
名
与
会
員
よ
り
本
州
山
地

の
氷
河
堆
積
物
研
究
に
つ
い
て
提
案
。

・
誰
か
研
究
の
伸
介
者
が
た
ち
、
日
本

山
岳
会
と
し
て
研
究
し
て
み
た
ら
如
何

⑨
雪
崩
の
埋
没
に
つ
い
て
の
発
見
方
法

に
つ
い
て
　
　
（織
田
山
陰
支
部
長
）

ｏ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
使
用
に
よ

る
埋
没
者
の
発
見
、
雪
中
深
さ
２
ｍ
、

範
囲
２０
ｍ
以
内
な
ら
発
見
可
能
、
ラ
ジ

オ
山
陰
、
野
坂
技
術
部
長
考
案
。

一
九
六

一
年

通
常
会
員
総
会

四
月
二
十
二
日

（土
）
午
后
二
時
よ
り

体
協
会
議
室
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

議
長
　
日
高
会
長
。

次
　
第

一
、
会
長
挨
拶

二
、　
一
九
六
〇
年
度
事
業
報
告

折
井
理
事

二
、
各
支
部
の
報
告
　
各
支
部
長

四
、　
一
九
六
〇
年
度
決
算
報
告
及
び

一
九
六
一
年
度
予
算
付
議

太
田
理
事

五
、
理
事
改
選
の
件

六
、
閉
会
の
辞
　
　
　
折
井
理
事

▽
各
議
事
は
凡
て
満
場

一
致
を
以
て
可

決
さ
れ
た
が
、
緊
急
動
議
と
し
て
神
谷

評
議
員
よ
り
、
こ
こ
二
、
三
年
中
に
は

体
協
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
て

新
築
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
に
つ
い

て
は
現
在
、
本
会
の
ル
ー
ム
も
他
に
適

当
の
場
所
に
移
転
の
要
あ
り
、
其
他
各

種
事
業
を
企
画
実
行
す
る

に

つ
い
て

も
、
五
百
万
円
程
度
の
基
金
を
持

つ
必

要
が
あ
る
の
で
具
体
的
な
計
画
を
推
進

し
て
は
如
何
と
の
提
案
あ
り
、
こ
れ
を

可
決
し
た
。

尚
四
月
二
十
三
日
東
海
支
部
の
設
立

総
会
が
名
古
屋
に
於
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
決
定
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

会
計
報
告
、
新
年
度
理
事
は
別
記
し

た
。

×

　

　

　

　

　

　

×

▽
出
席
者
　
野
田
三
郎
、
折
井
健

一
、

佐
藤
隆
太
郎
、
宇
田
川
充
敏
、
中
　
保
、

山
本
良
子
、
山
村
正
光
、
早
大
岳
友
会

小
野
利
次
、
東
海
大
学
山
岳
部
、
槙
有

恒
、
神
谷
恭
、
冠
松
次
郎
、
佐
藤
久

一

朗
、
日
高
信
六
郎
、
国
見
利
夫
、
川
津

鉄
礼
、
沼
倉
寛
二
郎
、
野
口
末
延
、
山

崎
安
治
、
青
木
昇
、
長
沼
真
澄
、
津
田

周
二
、
太
田
敬
、
高
木
菊
二
郎
、
金
坂

一
郎
、
井
口
正
男
、
藤
島
玄
、
加
藤
数

功
、
小
林
智
明
、
深
田
久
弥
、
古
原
和

美
、
吉
田
竹
志
、
鈴
木
淳
平
、
徳
久
球

雄
、
田
村
扇

一
、
今
西
寿
雄
、
森
本
智

津
子
、
北
川
正
次
、
岩
佐
吉
雄
、
松
方

三
郎
、
石
原
憲
治
、
村
井
米
子
、
福
井

正
吉
、
織
内
信
彦
　
以
上
四
十
六
名

他
は
委
任
出
席
。

一
九
六

一
年
度
理
事

会
　
　
長
　
日
高
信
六
郎

副

会

長

松

方

三
郎

〃
　

　

　

三
田

幸

夫

常
務
理
事
　
渡

辺

公

平
（山

日

記
）

浜
野
正
男
（船錮一鼓瑯）

折

井

健

一
（総

　

務
）

山

崎

安

治
（山
岳
指
導
）

太

田
　
敬
（経

　

理
）

川

上
　

隆
（総
務
集
会
）

事
　
金

坂

一
郎
（指
　
　
導
）

木

下

是

雄
（調
査
研
究
）

村
木
潤
次
郎
（蔀
紗
登
山
）

徳

久

球

雄
（図

　

書
）

高

橋

　

進
（指
　
　
導
）

日
下
田
　
実
（指
　
　
導
）

田

村

扇

一
（調
査
研
究
）

中

島

伊

平
（集
会
経
理
）

田

辺
　
寿
（指

　

導
）

古

沢
　
肇
（会
　
　
報
）

×
　
　
　
　
　
×

な
お
監
事

一
名
は
、
野
口
末
延
氏
を

再
選
、
評
議
員
に
つ
い
て
は
本
年
度
は

改
選
を
行
わ
な
い
。

▽
　
　
　
　
　
　
　
△

会
費
の
納
入
に
つ
い
て
お
願
い

前
年
度
会
費
未
納
の
方
が
相
当
数

あ
り
、
会
の
運
営
に
多
大
の
支
障
を

来
た
し
て
居
り
ま
す
。
至
急
お
払
込

一
み

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〃 ″ 〃 〃 ″ 〃 ″ ″ 〃 理 〃 〃 ″ 〃 〃

×
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昭 和 35年 度 収 支 決 算 表 35.4.1～ 36.3.31

325,661

社団法人日本山岳会,昭和35年度収支決算表及財産目録につき監査しましたところ其の正確なることを認承致します
昭和 36年 3月 31日                      会計監事 野口 末延  同上 松本熊次郎

支 出 の 部予算に対す
る決算増減 科   目科   目

予 算算 決

収  入  の 部

予   算 決   算

予算に対す
る決算増減

入

金

費

費

面
林
　
〈
ム　
　
　
　
〈
〓

常

入

会

旧

経

次年 度 会 費

事 業 収 益

会 報 広 告料

山岳 広 告料

山 日 記 a/C

会 員章 売上

山岳 売上 金

利    息

雑  収  上

寄  附  金

貸  室  料

体 協 補 助 金

マナスル売上

1,370,000

70,000

1,300,000

737,000

35,000

150,000

250,000

7,000

20,000

65,000

70,000

15,000

125.000

1,322,800

218,300

874,100

182,600

47,800

1,020,260

30,240

100,000

284,199

2,830

21,240

80,742

56,682

3,200

22,125

400,000

19,000

△   47,200

148,300

△  425,900

182,600

47,800

283,260

△    4,760

△   50,000

34,199

△    4,168

1,240

15,742

13,318

3,200

7,125

275,000

19,000

費

給

費

費

費

費

費

料

費

費

費

料

費

費

費

費

費

険

　

合

　

　

　

　

　

　

版

務

　

具

刷

信

通

理

粋
一
繕

椰

熱

話

業

議

際

書

軸

俸

文

印

通

交

　

火

営

諸

光

電

　

会

交

図

会

事

　

　

　

　

　

管

　

　

　

　

　

事

山岳 出版 費

調 査 研 究 費

費

費

費

費

料数

品

導

備

　

手替

備

指

予

雑

振

646,000

240,000

26,000

100,000

260,000

20,000

213,000

17,000

70,000

21,000

40,000

65,000

1,248,000

50,000

40,000

25,000

200,000

400,000

50,000

25,000

225,000

193,000

40,000

706,144

229,500

22,771

109,953

324,276

19,644

146,073

9,000

8,935

26,150

35,967

66,021

1,580,444

32,267

19,056

28,970

183,937

641,876

38,120

144,415

459,989

31,709

105

△   60,144

10,500

3,229

△    9,953

△   64,276

356

66,927

8,000

61,065

△    5,150

4,033

△    1,021

△  332,444

17,733

20,944

△    3,970

16,063

△  241,876

11,880

△  119,415

△  234,989

193,000

8,291

△    105

合    計 2,107,000 2,343,060 236,060

不  足  金 89,601

2,432,661 合    計 2,107,000 2,432,661

財   産   目  録

基 本 財 産 金   額 備   考

貸 付 信 託 100,000 36.3.31.現 在

運 用 財 産 金   額 備   考

建    物

付 器 備 品

図   書

銀 行 予 金

貸 付 信 託

金 銭 信 託

振 替 貯 金

現    金

言ト

総    計

600,000

300,000

650,000

446,092

590,000

45,063

60,043

27,840

2,719,038

2,819,038

36.3.31。 現在

基    金 金   額 備   考

遭難対策基金

図 書 基 金

図書 室基 金

計

54,375

10,450

101,200

166,025
|

上記予金の中

昭 和 36年 度 収 支 予 算 案

入収

科   目 金   額 科   目 金   額

体 協 補 助金

合    計

入

金

費

収

会

常

入

会

経

事 業 収 益

山岳広告料

会報広告料

山 日記 a/c

会員章売上

貸 室 料

利    息

雑 収 入

2,497,000

771,000

250.000

計 2,497,000

費

給
費
費
費
費

費

料
費
費
費
料

費

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費

険
　
合
　
　
　
　
　
　
　
版
版
究

務
　
具
刷
信
通

理

一螂
繕

脚
熱
話

業

議
際
書

鞘
剛
劃
品
導
備

俸
文
印
通
交
　
　
火
営
諸
光
電
　
　
会
交
図
会
山
調
備
指
予
雑

　

・ヽ

事
　
　
　
　
　
　
管
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
Ｆ

０００

０００

０００

　

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

　

０００

４６

・６

３０

　

６３

・５

３

２７

２

２

８

５

　

４０

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

２７

２０

５０

２４

６‐

１０

２０

２７

３７

６７

６５

５０

３０

００

８０

００

５０

２５

００

９０

４０
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五

月

理

事

会
十

日

ル
ー

ム

▽
日
高
会
長
、
松
方
副
会
長
、
理
事
折

井
、
山
崎
、
金
坂
、
日
下
田
、
中
島
、

木
下
、
田
村
、
徳
久
、
高
橋
、
古
沢
、

監
事
野
口
、
辰
沼
、
片
桐

▽
議
事

①
本
年
度
理
事
の
業
務
分
担
に
つ
い
て

。
古
沢
理
事
よ
り
発
言
あ
り
、
会
報
発

行
は
会
の
主
要
業
務
の
一
つ
で
あ
り
、

即
報
性
を
最
も
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
発
行
を
早
め
る
よ
う
に
一
層

改
善
の
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
業
務

の
性
質
上
、
絶
え
間
な
い
繁
雑
さ
か
ら

長
期
の
奉
仕
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
至

急
後
継
者
の
養
成
を
考
え
て
欲
し
い
。

②
山
岳
会
ル
ー
ム
移
転
に
つ
い
て

。
本
年
中
に
移
転
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情

に
あ
り
、
現
在
移
転
候
補

と

し

て
公

団
、
貸
ビ
ル
を
物
色
し
て
い
る
が
、
な

お
慣
重
考
慮
を
要
す
る
の
で
左
記
の
各

氏
を
移
転
に
関
す
る
実
行
委
員
と
し
て

依
嘱
し
、
委
員
会
を
開
い
て
検
討
、
実

行
に
移
す
。

○
会
長
、
副
会
長
、
浜
野
、
折
井
、
松

本
、
交
野
、
太
田
、
石
原
、
神
谷
、
藤

島
、
野
口
、
松
田
、
竹
田
　
以
上
１４
名

③
北
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
つ
い
て

。
現
在
英
国
隊
が
登
山
中
の
カ
ン
デ
ロ

バ

・
ヒ
マ
ー
ル
に
対
し
一
九
六
二
年
度

に
遠
征
を
計
画
中

（外
貨
は
来
年
度
を

申
請
の
予
定
）

④
秩
父
宮
記
念
学
術
振
興
会
に
つ
い
て

・
登
山
に
関
す
る
部
門
の
う
ち
学
術
研

究
の
対
象
と
な
る
分
野
で
功
績
の
あ

っ

た
者
を
毎
年

一
名
宛
推
薦
し
学
術
振
興

賞
を
贈
る
、
そ
の
推
薦
人
事
を
山
岳
会

が
依
嘱
さ
れ
た
。

⑤
東
海
支
部
設
立
に
つ
い
て

ｏ
愛
知
、
二
重
、
岐
阜
三
県
の
全
員
五

十
二
名
が
須
賀
太
郎
氏
他
四
名
の
発
起

人
を
も

っ
て
四
月
二
十
三
日
、
名
古
屋

大
学
医
学
部
に
於
て
設
立
を
み
た
。

本
部
か
ら
は
日
高
会
長
、
織
内
、
山

崎
常
務
理
事
、
津
田
関
西
支
部
長
が
出

席
し
た
。

⑥
富
士
山
頂
の
医
学
研
究
に
関
す
る
予

算
計
上
に
つ
い
て

⑦
昭
和
三
十
六
年
度
高
校
登
山
技
術
講

習
会
に
つ
い
て

。
実
行
委
員
、
片
桐
、
高
橋
、
菊
島
、

徳
久な

お
講
習
内
容
そ
の
他
の
細
目
に
つ

い
て
は
登
山
技
術
研
究
委
員
会
に
お
い

て
決
定
す
る
。

③
文
部
省
主
催
、
登
山
講
習
会
に
つ
い

て。
年
二
回
開
催
の
予
定
、
今
年
度
第

一

回
は
七
月
十

一
日
―
十
四
日
、
場
所
、

岐
阜
県
蒲
田
温
泉
、
講
師
は
岳
連
、
な

ら
び
に
本
会
よ
り
五
名
づ
つ
派
遣
。

⑨
信
濃
支
部
主
催
、
登
山
技
術
講
習
会

に
つ
い
て
報
告

ｏ
期
日
五
月
ニ
ー
五
日
、
場
所
岳
沢
、

受
講
者
八
十
名
、
折
井
、
西
川
の
両
名

215

が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

⑩
青
森
県
山
岳
連
盟
主
催
、
登
山
講
習

会
に
つ
い
て
報
告

・
期
日
、
五
月
二
日
―
六
日
、
場
所
八

甲
田
山
、
金
坂
、
日
下
田
、
高
橋
、
片

桐
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

①
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
つ
い
て

ｏ
信
濃
支
部
主
催
、
六
月
ニ
ー
四
日
、

上
高
地
碑
前
に
於
て
行
う
。
多
数
参
会

を
お
願
い
し
た
い
。

⑫
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
コ
氏
来
日
は
中
止

さ
れ
た
。

⑬
東
京
外
語
大
、
外
モ
ン
ゴ
ー
ル
遠
征

計
画
は
中
止
さ
れ
た
。

⑭
静
岡
支
部
長
大
室
氏
辞

任

に
伴

な

い
、
同
氏
送
別
会
に
本
部
役
員
の
出
席

方
依
頼
に
つ
い
て

⑮
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
期
成
大
会
出
席
報

告

（日
高
会
長
）

木
暮
碑

・
建
設
精
算
書

昨
秋
、
甲
州
金
山
に
新
た
に
移
転
建
設
さ

れ
た
木
暮
理
太
郎
翁
の
碑
の
精
算
明
細
書

が
、
木
暮
碑
委
員
会
（甲
府
市
商
工
観
光
課
）

か
ら
報
告
さ
れ
た
。

８９Ｓ

ｌ８１

４００

４７９

５．
・７７
・・３
認

家暮べ

ｔ

部
金
金
一
嚇
聯

の
助
　
訳
η
唖

入
証
付
内
２５
４

計

収
ネ

　

一
人

体

県

寄

　
個

団

な
お
、
残
余
金
は
今
後
碑
前
の
環
境
整
備

及
木
暮
祭
等
の
経
費
の
一
部
に
充
当
さ
せ
て

頂
き
た
い

（
三
六
、
五
）

東

京
支
部

総
会
報
告

一
九
六
一
年
度
東
京
支
部
総
会
を
四

月
二
十
二
日

（土
）
午
後

一
時
半
よ
り

御
茶
ノ
水
日
本
体
協
会
議
室
で
開
催
。

開
会
の
辞
　
　
　
　
　
折
井
　
健

一

一
九
六
〇
年
度
事
業
報
告野

田
　
二
郎

一
九
六
〇
年
度
決
算
報
告
及
び

一
九
六

一
年
度
予
算
案
付
議

宇
田
川
允
敏

役
員
改
選
　
　
　
　
　
神

谷
　
恭

閉
会
の
辞
　
　
　
　
　
折
井
　
健

一

尚
議
事
は
全
議
題
満
場

一
致
可
決
さ

キ

一

ス

ヨ

れ
た
。

支
部
長
　
松
方
二
部

委
員
　
折
井
　
健

一　
坂
倉
登
喜
子

安
彦
　
六
郎
　
野
田
　
二
郎

三
枝
　
礼
子
　
西
川
　
益
生

山
口
　
節
子
　
宇
田
川
允
敏

朝

倉

　
宏
　
芳
賀
　
孝
郎

佐
藤
　
安
男
　
篠
原
　
敏
弘

大
屋
　
悌
二
　
芳
野
　
赳
夫

加
藤
　
元

一　
中
　
　
　
保

岩
佐
　
吉
雄
　
関
口
　
周
也

監
事
　
石
原
　
憲
治
　
山
下
　
一
夫

決
算
報
告
並
び
に
予
算
は
別
紙
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

（野
田
二
郎
記
）

部
費
費
費
金

の
業
信
　
備
計

出
事
通
雑
準

支

科   目

100,000

319,800

を合む)

419,800

昭和35年度決算報告  日本山岳会東京支部

463人 ×¥100

ヨーデルを聞く会々費

一講習会他補助
デルを聞く会他

昭 和 36年 度 予 算 案

部
費

費

費

の出

務

事
典

計

支

事

二
祭

105,100

20,000
5,586

15,000

145,686

収 入 の 部

計 145,686

前年度繰越金
入
費

収
会

業
部

事
支

金

収入支出差引残  77,321

科 目 35年度予算 135年度決算 摘 要

部

金

費

入

入

の
画
会
収

彬
　
　
　
反

計

入

度

部

業

‐

ｉ

叉

年

理

前

支

事

雑

山小屋建設準備金

交 通 通 信 費

会  議  費

本部庶 務 分 担金

雑     費

繰 越 準 備 金

計

支 出 の 部

事  業  費

67,781

50,000

0

0

117,781

30,000

0

12,600

2,500

15,000

2,681

55,000

117,781

67,781

46,300

2,085

200

116,366

13,034

50,000

12,474

2,992

12,000

180

25,686

116,366

(14) -21ζ 一―

木暮碑建設明細書

新年度役員総会他



東
京
支
部
報
告

二
月

一
日
役
員
総
会

①
山
田
温
泉
ス
キ
ー
講
習
会
報
告

②
今
後
の
ス
キ
ー
講
習
会
の
在
り
方

③
三
十
六
年
度
役
員
の
件

④
二
月
会
員
集
会
の
件

（十
五
日
、
会

員
の
ス
ラ
イ
ド
８
ミ
リ
映
写
）

③
二
月
懇
親
ス
キ
ー
、
ツ
ァ
ー
の
件

（十
九
、
二
十

一
日
、
吾
妻
山
）

⑥
新
年
度
総
会
開
催
の
件

（四
月
二
十

二
日
、
於
体
協
）
　
　
　
　
以
上

二
月
懇
親
山
行

二
月
十
九
―
二
十

一
日
（二
泊
三
日
）

吾
妻
連
峯
で
山
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
高
湯
の
お
ひ
げ
さ
ん
の
家
を
根
拠

地
と
し
て
、
第

一
日
目
は
賽
の
河
原
ま

で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
帰
り
は
防
火
線
づ

た
い
に
玉
子
湯
に
下
る
、
杉
の
林
間
コ

ー
ス
は
実
に
快
適
で
し
た
。
第
二
日
目

は
快
晴
で
、
春
の
陽
光
を
浴
び
つ
つ
家

形
山
に
登
り
、
五
色
沼
を
な
が
め
て
大

体
止
、帰
り
は
一
気
に
滑
降
に
う
つ
る
。

賽
の
河
原
で
大
体
止
を
と
り
、
昨
日
の

コ
ー
ス
を
下

っ
た
。
こ
の
日
は
雪
質
が

悪
か
っ
た
け
れ
ど
、
本
当
に
山
ス
キ
ー

を
楽
し
ん
だ
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

▽
参
加
者
　
安
彦
、
山
口
、
水
野
、
渡

辺
、
佐
藤
、
中
、
森
川
、
雨
海
、
平
野

（中
　
保
）

五
月
懇
親
山
行
報
告

安

彦

六

郎

五
月
二
十

一
日
、
前
夜
発
で
エ
ー
デ

ル
フ
イ
ス
ｏ
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
車
坂
、

籠
ノ
登
山
の
懇
親
登
山
を
行

っ
た
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
の
群
落
と
、
新
緑

に
美
し
い
カ
ラ
マ
ツ
の
林
内
を
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
淡
紅
色
の
花
が
こ
こ
か
し
こ

に
咲
き
揃
い
、　
一
同
静
か
な
山
を
た
ん

の
う
し
て
帰

っ
た
。

▽
参
加
者
　
坂
倉
登
喜
子
、
岩
佐
吉
雄

他
十
五
名
。

東

海

支

部

設
立

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
設
立
総
会
は

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十
三
日
午
前
十

一
時
か
ら
名
古
屋
大
学
医
学
部
共
済
組

合
会
館
で
開
か
れ
た
。
本
部
か
ら
日
高

会
長
、
織
内
評
議
員
、
山
崎
常
務
理
事

お
よ
び
津
田
関
西
支
部
長
が
出
席
、
愛

知
、
二
重
、
岐
阜
三
県
か
ら
集
ま
っ
た

会
員
二
十
六
名
が
参
集
。
須
賀
太
郎
氏

よ
り
発
起
人
代
表
挨
拶
、
石
岡
繁
雄
氏

よ
り
支
部
設
立
総
会
に
い
た
る
経
過
報

告
が
あ
り
、
つ
い
で
支
部
規
約
案
審
議

に
移
り
、
原
案
通
り
承
認
。
終

っ
て
役

員
選
出
で
須
賀
太
郎
支
部
長
以
下
別
項

の
と
お
り
部
役
員
を
決
定
し
た
。

終

っ
て
須
賀
支
部
長
の
挨
拶
、
本
年

度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
審
議

も
原
案
通
り
承
認
、
こ
こ
に
新
ら
し
く

日
本
山
岳
会
第
十
七
番
目
の
支
部
と
し

て
東
海
支
部
が
目
出
度
く
誕
生
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
医
学
部
講
堂
で
東
海

支
部
設
立
記
念
講
演
と
映
画
の
会
が
あ

り
、
東
海
支
部
設
立
に
つ
い
て

（津
田

周
二
）
登
山
随
想

（日
高
信
六
郎
）
最

近
の
登
山
界
の
動
向

（山
崎
安
治
）
の

講
演
後
、
日
映
新
社

「地
底
の
凱
歌
」

毎
日
新
聞

「慶
大
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登

頂
」
の
映
画
が
上
映
さ
れ
た
。

▽
東
海
支
部
役
員

支
部
長
須
賀
太
郎
、
副
支
部
長
石
岡

繁
雄
、
会
計
監
事
鈴
木
真
吾
、
磯
村
思

元
、
常
務
委
員
高
橋
達
雄
、
中
世
古
隆

司
、
石
原
国
利
、
委
員
加
藤
幸
彦
、
二

村
嘉
彦
、
鈴
木
重
彦
。

▽
出
席
者

日
高
信
六
郎
、
織
内
信
彦
、
山
崎
安

治
、
津
田
周
二
、
八
木
道
三
、
柴
山
乙

彦
、
中
村
慶
蔵
、
永
田
弘
、
跡
部
昌
三

神
谷
真
吾
、
塩
田
良
仲
、
高
村
輝
行
、

石
岡
繁
雄
、
永
石
良
元
、
梶
川
晃
平
、

樋
口
清
明
、
柴
田
篤
志
、
村
井
喜

一
、

鈴
木
真
吾
、
二
村
喜
彦
、
竹
内
博
美
、

磯
村
思
元
、
中
世
古
隆
司
、
加
藤
幸
彦

高
井
利
恭
、　
一
柳
政
右
工
門
、
大
国
瑛

司
、
須
賀
太
郎
、
熊
田
宗
次
、
鈴
木
重

彦
、
名
古
屋
山
岳
会
、
柴
崎
陸
奥
夫

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
規
約

第

〓
早

総
　
　
則

第

一
条
　
本
支
部
は
、
日
本
山
岳
会
東
海
支

部
と
い
う
。

（た
だ
し
、
当
該
地
域
を
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
の
三
県
下
と
す
る
）

第
二
条
　
本
支
部
の
事
務
所
は
、
名
古
屋
市

に
お
く
。

第
二
章
　
目
的
お
よ
び
事
業

第
三
条
　
本
支
部
の
目
的
は
、
東
海
地
方
に

お
い
て
、
日
本
山
岳
会
定
款
第
二
条
に
定

め
る
活
動
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
本
支
部
は
、
前
条
の
目
的
を
達
す

る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
な
う
。

一　
登
山
に
関
す
る
指
導
な
ら
び
に
研
究

二
　
登
山
事
故
防
止
に
関
す
る
啓
蒙

三
　
海
外
登
山
の
研
究

四
　
支
部
機
関
紙
の
発
行

五
　
目
的
を
同
じ
く
す
る
他
の
団
体
と
の

連
絡
お
よ
び
協
力

六
　
そ
の
他
本
支
部
の
目
的
達
成
に
必
要

と
認
め
る
各
般
の
事
業

第
三
章
　
会
　
　
　
員

第
五
条
　
本
支
部
の
会
員
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一　
通
常
会
員
　
日
本
山
岳
会
会
員
で
あ

つ
て
、
本
支
部
の
目
的
に
賛
同
し
、
本

支
部
の
定
め
る
会
費
を
納
め
る
個
人
ま

た
は
団
体

二
　
支
部
名
誉
会
員
　
日
本
山
岳
会
会
員

で
あ
つ
て
、
本
支
部
に
対
し
特
に
功
労

の
あ
つ
た
者
の
内
か
ら
、
委
員
会
が
推

薦
し
た
者

第
六
条
　
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
入

会
申
込
書
を
そ
え
て
役
員
に
申
出
て
、
委

員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
七
条
　
会
員
は
、
日
本
山
岳
会
定
款
第
九

条
に
該
当
し
た
と
き
、
そ
の
資
格
を
失
し

な
う
。

第
八
条
　
会
員
が
本
支
部
か
ら
退
会
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
支
部
長
に
退
会
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
　
会
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

る
と
き
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
こ
れ
を

除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
会
費
の
支
払
を
滞
納
し
た
と
き

二
　
本
支
部
の
名
誉
を
傷
け
た
と
き

第
四
章
　
役
　
　
員

第
十
条
　
本
支
部
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。

支

部

長

一
名

副
支
部
長
　
一
名

委
　
　
員
　
若
干
名

（内
常
務
委
員
二
名

以
上
）

会
計
監
事
　
二
名

第
十
一
条
　
役
員
は
、
会
員
の
う
ち
か
ら
総

会
が
こ
れ
を
選
挙
す
る
。

委
員
は
、
互
選
に
よ
り
常
務
委
員
を
選
出

す
る
。

第
十
二
条
　
役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り
と

す
る
。

支
部
長
は
、
本
支
部
の
業
務
を
総
理
し
、

本
支
部
を
代
表
す
る
。

副
支
部
長
は
支
部
長
を
補
佐
し
、
支
部
長

に
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
代
行
す
る
。

常
務
委
員
は
、
総
会
お
よ
び
委
員
会
の
決

議
に
も
と
ず
き
、
本
支
部
の
業
務
を
執
行

す
る
。

委
員
は
、
委
員
会
を
構
成
し
、
本
支
部
の

業
務
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

会
計
監
事
は
、
支
部
会
計
を
監
査
し
、
毎

年
総
会
に
報
告
す
る
。

第
十
三
条
　
役
員
の
任
期
は
次
の
と
お
り
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

支
部
長
お
よ
び
副
支
部
長
　
　
一二
年

そ
の
他
の
役
員
　
　
　
　
　
　
一
年

第
十
四
条
　
本
支
部
は
、
総
会
の
議
決
に
よ

り
、
支
部
顧
問
若
干
名
を
お
く
こ
と
が
で

き

る

。第
五
章
　
会
　
　
　
議

第
十
五
条
　
本
支
部
に
は
、
委
員
会
、
総
会

を
お
き
、
総
会
を
も
つ
て
本
会
の
最
高
議
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決
機
関
と
す
る
。

第
十
六
条
　
委
員
会
は
、
毎
年
二
回
支
部
長

が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
支
部
長

が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
ま
た
は
、
委
員

現
在
数
の
三
分
の
一
か
ら
請
求
の
あ
つ
た

場
合
に
は
、
支
部
長
は
、
臨
時
の
委
員
会

を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
員
会
の
議
長
は
、
支
部
長
と
す
る
。

第
十
七
条
　
委
員
会
は
、
委
員
現
在
数
の
三

分
の
二
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
議
事
を

開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

し
、当
該
議
事
に
つ
い
て
書
面
を
も
つ
て
、

あ
ら
か
じ
め
意
思
を
表
示
し
た
も
の
は
、

出
席
者
と
み
な
す
。

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数

を
も
つ
て
決
議
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
八
条
　
通
常
総
会
は
、
毎
年

一
回
会
計

年
度
終
了
後
二
ヶ
月
以
内
に
支
部
長
が
こ

れ
を
招
集
す
る
。

た
だ
し
支
部
長
、
委
員
会
、
監
事
が
必
要

と
認
め
た
と
き
、
ま
た
は
会
員
現
在
数
の

三
分
の
一
か
ら
請
求
の
あ
つ
た
場
合
に
は

支
部
長
は
、
臨
時
総
会
を
招
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

通
常
総
会
の
議
長
は
、
支
部
長
と
し
、
臨

時
総
会
の
議
長
は
、
会
議
の
つ
ど
会
員
の

互
選
で
定
め
る
。

第
十
九
条
　
次
の
事
項
は
、
通
常
総
会
に
提

出
し
て
そ
の
承
認
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一　
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
に
関
す

る
事
項

一
一　
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
に
関
す

る
事
項

三
　
そ
の
他
委
員
会
で
必
要
と
認
め
た
事

項

第
二
十
条
　
総
会
は
、
会
員
現
在
数
の
三
分

の
一
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
議

事
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
議
事
に
つ
い
て
書
面

を
も
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
意
思
を
表
示
し

た
も
の
は
出
席
者
と
み
な
す
。

総
会
の
議
事
は
、
こ
の
規
約
上
別
段
の
定

め
が
あ
る
事
項
を
除
く
ほ
か
、
出
席
者
の

過
半
数
を
も
つ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と

き
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
章
　
資
産
お
よ
び
会
計

第
二
十

一
条
　
本
支
部
の
事
業
遂
行
に
要
す

る
費
用
は
、
会
費
、
寄
附
金
、
事
業
に
伴

う
収
入
お
よ
び
資
産
か
ら
生
ず
る
果
実
等

を
も
つ
て
支
弁
す
る
。

第
二
十
二
条
　
本
支
部
の
会
費
は
、
年
三
百

円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
　
本
支
部
の
会
計
年
度
は
、
毎

年
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
る
。

第
七
章
　
規
約
の
変
更
な
ら
び
に
解

散

第
二
十
四
条
　
本
規
約
は
、
総
会
に
お
い
て

出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
議
決
を
経
な

け
れ
ば
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
五
条
　
本
支
部
の
解
散
は
、
会
員
現

在
数
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
必
要
と

す
る
。

附

　

　

則

こ
の
規
約
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十

三
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

青
森
県
山
岳
連
盟

雪
上
技
術
講
習
会

一　

五
月
二
２
六
日
の
四
日
間
、
八
甲
田

一
山
酸
力
湯
付
近
で
青
森
県
山
岳
連
盟
主

一
催
の
雪
上
技
術
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

一
受
講
者
六
十
名
、
内
三
十
名
は
高
校
生

一
で
あ
る
。
本
会
よ
り
講
師
と
し
て
片
桐

一
理

一
郎
、
高
橋
進
、
日
下
田
実
、
金
坂

一
一
郎
の
四
氏
が
招
待
さ
れ
た
。

一　
自
衛
隊
の
協
力
に
よ
り
、
酸
力
湯
近

一
く
の
雪
原
に
キ
ャ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
、

．
サ
ー
カ
ス
の
よ
う
な
大
き
な
テ
ン
ト
で

の
び
の
び
と
生
活
す
る
。
し
か
し
天
侯

に
は
恵
ま
れ
ず
、
入
山
日
を
除
い
て
は

雨
に
降
ら
れ
つ
づ
け
と
い
う
不
運
で
、

ま
た
雪
量
少
な
く
、
適
当
な
練
習
場
を

見
つ
け
る
の
に
苦
心
し
た
。

予
定
さ
れ
た
講
習
内
容
は
、
積
雪
期

の
北
ア
ル
プ
ス
あ
た
り
で
使
わ
れ
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
習
得
で
あ
る
。
青
森
県
の

岳
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、
登
山
が
県
内

に
限
ら
れ
れ
ば
、
高
度
の
技
術
は
あ
ま

り
必
要
と
し
な
い
。
だ
か
ら
県
外
遠
征

の
た
め
の
技
術
に
主
力
を
注
ぐ
の
は
適

切
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

技
術
練
習
は
堅
雪
斜
面
の
歩
行
を
主
と

し
、
こ
れ
に
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
、
確
保
の

概
略
を
修
得
す
る
こ
と
に
し
、
こ
と
に

高
校
生
の
場
合
に
は
、
キ

ツ
ク
・
ス
テ

ッ
プ
及
び
そ
の
関
連
課
目
に
限

っ
た
。

単
な
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
イ
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
何
ら
か
の
技
術
を
身
に
つ
け

て
頂
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
基
本
的

な
問
題
に
限
ら
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま

た
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
山
の
基

礎
に
対
す
る
考
え
方
と
い
う
も
の
も
見

て
頂
け
る
わ
け
で
あ
る
。

僅
か
な
日
数
で
あ
る
し
、
受
講
者
に

対
す
る
講
師
の
数
も
少
な
く
、
大
き
な

成
果
は
初
め
か
ら
期
待
は
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
連
日
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
受
講
者
の
熱
意
に
よ
り
、
少
な

く
と
も
講
習
課
目
に
つ
い
て
は
十
分
修

得
が
達
せ
ら
れ
た
。
今
後
と
も
機
会
あ

る
ご
と
に
ト
レ
イ
ニ
ン
グ
に
つ
と
め
、

一
層
高
き
目
標
に
近
づ
か
れ
ん
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
有

意
義
な
行
事
を
実
施
さ
れ

た
西

田
会

長
、
作
見
常
任
理
事
、
青
森
県
岳
連
の

幹
部
諸
氏
、
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
さ

れ
た
自
衛
隊
に
敬
意
を
表
し
て
報
告
を

終
る
。

（金
坂

一
郎
記
）

石

川

支

部

便

リ

森
　
孝
雄
氏

（石
川
支
部
、
学
生
部

委
員
、
金
沢
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
）
は
、

母
校
山
岳
部
の
自
山
縦
走
計
画
応
援
の

た
め
入
山
中
、
自
山
五
葉
坂
付
近
で
、

四
月
六
日
、
遭
難
死
亡
さ
れ
た
。
二
十

二
才
。
今
春
二
月
、
西
穂
で
開
か
れ
た

本
会
の
第
二
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習

会
に
も
講
習
生
と
し
て
参
加
し
、
支
部

で
は
そ
の
急
逝
が
惜
し
ま
れ
て
い
る
。

信
濃
支
部
登
山
基
礎

技
術
講
習
会

毎
年
の
恒
例
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き

た
講
習
会
は
今
年
も
五
月
二
２
五
日
に

か
け
て
穂
高
岳
岳
沢
に
於
て
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
信
濃
支
部
員
及
び
県
下

の
高
校
山
岳
部
員
、
実
業
団
体
山
岳
部

員
等
八
〇
名
の
多
数
に
達
し
た
が
本
年

は
特
に
東
京
支
部
か
ら
も
樋
口

一
男
、

小
堤
陽
造
君
が
参
加
さ
せ
て
貰
い
講
師

団
に
も
折
井
、
西
川
が
参
加
し
た
。

荒
天
に
た
ヽ
ら
れ
て
実

技

と
し

て

は
、
西
穂
高
沢
に
於
て
の
雪
上
技
術
の

基
礎
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
テ
キ
ス
ト
に

依
る
登
山
技
術
の
講
習
、
座
談
会
、
反

省
会
等
で
参
加
者
の
凡
て
が
隔
意
の
な

い
意
見
を
討
議
す
る
等
、
終
始
和
や
か

な
そ
し
て
真
面
目
な
気
持
の
よ
い
講
習

会
で
あ

っ
た
。

高
山
支
部
長
他
役
員
の
努
力
と
参
加

者
の
岳
人
と
し
て
の
自
覚
も
さ
る
こ
と

乍
ら
、
参
加
者
全
員
が
食
事
当
番
、
乾

燥
場
当
番
等
を
受
持

っ
て
、
凡
て
の
行

事
が
雨
天
に
も
か
ヽ
わ
ら
ず
、
だ
れ
る

こ
と
な
く
時
間
も
正
確
に
且
つ
整
然
と

実
施
さ
れ
た
の
は
、
登
山
に
於
け
る
マ

一

ナ
ー
と
し
て
も
、
ま
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

一

プ
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
点
も
勉
強
に

一

な
っ
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。　
　
　
　
一

（折
井
健

一
）
　

一
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第
１５
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

生
誕
百
年
を
迎
え
た
今
年
の
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
は
、
美
し
く
晴
れ
渡
つ
た
新
緑

の
上
高
地
梓
川
畔
の
レ
リ
ー
フ
前
に
お

い
て
、
本
会
信
濃
支
部
主
催
に
よ
り
盛

大
に
挙
行
さ
れ
た
。

六
月
四
日
、
午
前
十
時
、
レ
リ
ー
フ

の
前
に
は
遺
愛
の
ピ
ッ
ケ

ル
が
飾

ら

れ
、
式
は
、
本
会
信
濃
支
部
副
支

部

長
、
清
水
悟
朗
氏
の
司
会
に
よ
り
す
す

め
ら
れ
、
献
花
の
後
、
日
高
日
本
山
岳

会
長
、矢
野
県
観
光
課
長
、降
旗
松
本
市

長
、
上
条
安
曇
村
長
、
山
陰
支
部

（地

方
支
部
代
表
）
佐
野
勇

一
氏
ら
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
尾
崎
喜
八
氏
の
詩
の
朗

読
（別
掲
）
、
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
ク
ラ
ブ

の
山
の
歌
合
唱

（指
導
、
平
野
修
氏
）

が
あ
っ
て
、
午
後
は
、
木
梨
平
セ
ン
ト

ラ
ル
ロ
ッ
ジ
で
記
念
講
演
会

が
催

さ

れ
、
橋
本
三
八
、
横
内
斎
、
日
高
信
六

郎
、
橋
本
竜
伍
、
岡
村
精

一
、
串
田
孫

一
、
尾
崎
喜
八
、
藤
本
九
二
、
深
田
久

弥
、
石
田
吟
松

（順
不
同
）
の
各
氏
に

よ
っ
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
を
偲
ぶ
講
演
が

行
な
わ
れ
た
。
（Ｆ
）

×

×

×

×

精
神
が
の
び
の
び
と
な
つ
た
気
が
し
ま
す
。

世
の
中
に
対
し
て
は
も
つ
と
寛
容
に
、
思
い
や
り
多

く
、
お
の
れ
に
対
し
て
は
な
お
い
く
ら
か
厳
密
に
、

ま
た

一
層
有
能
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

そ
う
思
う
と

来
る
年
ご
と
に
少
し
ず
つ
変
る
こ
の
谷
の
有
様
や
、

軽
薄
に
な
つ
て
ゆ
く
か
と
見
え
る
風
俗
さ
え
、

あ
ま
り
き
び
し
く
咎
め
る
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
は
め
ぐ
る
山
々
が
高
々
と
大
ら
か
に
、

谷
の
姿
、
原
始
林
の
た
た
ず
ま
い
が

変
る
こ
と
な
く
深
く
重
厚
で
、

人
を
し
て
各
自
の
反
省
に
沈
ま
し
め
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
み
ん
な
、

明
日
は
ま
た
め
い
め
い
の
こ
の
世
の
務
め
や
営
み
に

袂
を
わ
か
つ
て
帰
つ
て
行
き
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
私
た
ち
が
、
も
し
も
世
界
に
対
し
て

一
層
大
ら
か
に
、
寛
容
で
あ
り
、

か
つ
一
層
た
の
し
く
精
励
す
る
事
が
で
き
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
や
は
り
、
山
と
い
う
自
然
の
賜
物
で
あ

同
じ
心
の
人
と
人
と
の

こ
う
し
た
再
会
や
め
ぐ
り
あ
い
の
た
め
で
し
よ
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
必
ず
や
、

か
つ
て
こ
の
世
に
あ
つ
た
日
の

あ
な
た
の
お
心
に
も
添
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
九
六

一
年
六
月
四
日
朝
、
神
河
内
に
て
作
る
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
百
年
祭
に

私
た
ち
、
山
を
愛
す
る
と
も
が
ら
、

今
年
も
ま
た
こ
の
神
河
内
の
谷
へ
は
い
つ
て
来
て
、

今
日
、
六
月
四
日
、
午
前
十
時
、

あ
な
た
の
碑
の
前
に
集
ま
つ
て
い
ま
す
。

徒
歩
で
徳
本
を
こ
え
て
来
た
も
の
、

車
で
梓
川
の
谷
を
の
ぼ
つ
て
来
た
も
の
、

そ
れ
ぞ
れ
に
た
ど
る
道
こ
そ
違
い
は
し
て
も
、

あ
な
た
の
古
い
踏
み
あ
と
を
懐
か
し
み

あ
な
た
の
遺
さ
れ
た
徳
を
し
の
ぶ
心
は
ひ
と
つ
に
、

女
、
男
、
若
い
者
、
老
い
た
る
者
の
三
百
人
あ
ま
り

が
花
を
棒
げ
、
思
い
思
い
の
瞑
想
に
ひ

た
り

な
が

ら
、
こ
こ
に
こ
う
し
て
立
つ
て
い
ま
す
。

耳
に
ひ
び
く
梓
川
の
谷
の
水
音
、

本
の
間
で
歌
い
さ
え
ず
る
初
夏
の
山
の
小
鳥
、

柔
ら
か
な
雲
の
よ
う
な
樹
々
の
若
葉
や

お
り
か
ら
盛
り
の
小
梨
の
花
や
え
ぞ
む
ら
さ
き
。

そ
し
て
こ
の
美
し
く
清
ら
か
な
別
天
地
を

永
遠
に
か
く
あ
れ
か
し
と
護
る
よ
う
に
、

今
年
は
ま
た
わ
け
て
も
残
雪
深
い
雄
渾
な
穂
高
が
、

霞
沢
、
六
百
、
焼
の
峯
々
を
し
た
が
え
て
、

六
月
の
空
の
中
ほ
ど
に
響
々
と
そ
ば
だ

つ
て

い
ま

す
。

私
た
ち
み
ん
な
、
心
が
洗
わ
れ
、

ア
∠亀
エル
Ч
ｆ
ト
ロ
（

て
１
‥
ｌ
√
　
１
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ν
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「ノ

宮
城
支
部
報
告

吉

野

頑

造

蔵
王
山

（宮
城
側
）
登
山
道
整
備
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
。

日
本
道
路
公
団
で
は
昭
和
三
十
五
年

度
か
ら
有
料
登
山
道
の
拡
張
整
備
工
事

を
施
工
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
五
月

一
日
よ
り
十

一
月
二
十
日
ま
で
第
二
期

工
事
の
た
め
左
の
よ
う
に
一
般
乗
合
自

動
車
道
の
コ
ー
ス
に

一
部
変
更
が
あ
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

○

▽
遠
刈
田
温
泉
―

賽
の
河
原
間
は
三

叉
路

（峨
々
温
泉

へ
の
岐
路
＝
五
万
分

ノ
一
地
図
上
、
澄
川

「不
動

滝
」
の

「不
」
の
字
地
点
）
か
ら
折
返

し
運

転
。
三
叉
路
―
―
賽
の
河
原
間
徒
歩
約

一
時
間
。

▽
遠
刈
田
温
泉
―
―
青
根
間
は
徒
来
通

り
運
行
。

▽
青
根
温
泉
―
―
峨
々
温
泉
間
は
六
月

二
十
日
ま
で
不
通
。

な
お
こ
の
有
料
道
路
が
本
年

一
杯
で

完
成
致
し
ま
す
と
、
遠
刈
田
温
泉
よ
り

刈
田
岳
頂
上
附
近
ま
で
自
動
車
登
山
が

出
来
る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
が
、
こ
れ

で
静
か
な
東
北
の
山
々
の
一
つ
が
又
消

え
て
ゆ
く
こ
と
は
残
念
で
な
り

ま

せ

ん
″。

（宮
城
支
部
常
務
委
員
）
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